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VL出 版 に対 す る政 府 の関与
は じ め に
途上 国の社会 ・経済 開発 が,戦 後世界 の最大の問題 の1つ として
,学 界 の研
究課題 とな って以 来,は や くも半世紀 が過 ぎた。 この間 当初 の近代化論 や従 属
理論等々,開 発経済学 は多 くの学問的蓄積 を残 して今 日に至 っている
。 しか し
社会 開発の一環 としての出版 開発 が,そ うした開発経済学 の成果 と全 く無縁 に
語 られて きた こ とはむ しろ奇妙 とい う他 ない。
出版 は経済的活動 として よ り,情 報的,文 化 的活動 として捉 え られ るこ とが
多い。人 々 はそ うした側面 か らの接近 を好 む ようで もあ る。 しか し出版活動 は
一面 において
,書 籍 とい う財の生産 ・流通 ・利 用(消 費)に かかわ る経済 活動
で ある ことは間違 いない。 出版 開発 の問題 は,特 に厳 しい経 済問題 をかか えた
途上 国の場 合,開 発経済学 とい う鏡 に照 らしてみ ることに よって
,は るか に よ
く理解 で きるので はないか。一方 そ うした科学 的解 明 を欠 いた まま
,や み くも
に進 め られ た出版 開発,図 書開発政策が成果 を上 げ えなか った とい う反省 か ら
,
よ り科学 的 な図書開発政策 の立案 の急が多 くの識者 に よって叫 ばれ ている
。
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本 稿 はそ うした事 態 を改善 す るた め に,出 版 開 発 の 開 発 経 済 学 的 な考 察 を試
みた もので あ る。 そ の背 景 に は最 近 数 年 筆 者 が行 っ て きた東 南 ア ジア諸 国 出版
産 業 の実 態 調 査 が あ る・ この調 査 が さ らに拡 充 され ・1)り 多 くの 国 々 の 実 情 が
把 握 され れ ば我 々 の 解 明 は よ りい っ そ う深 ま るで あ ろ う。
本 稿 の よ う な 接 近 を試 み た 先 行 研 究 は 皆 無 で あ る。 デ ィ タ ス ・ス ミ ス
(DatusC.SmithJr.)の 「途 上 国 にお け る書 籍 出版 の 経 済 学 」(TheEco-
nomicsofBookPublishinginDevelopingCountries)と い う報 告 書 が あ る。
ユ ネ ス コの マ ス コ ミ報 告 研 究 シ リー ズ の1冊 と して1977年 に出版 され た もので,
"経 済 学"と 名 づ け られ て い る もの の,そ こで の 調 査 内容 は世 界 各 地 域 の 出版
産 業 が0定 のspecificationの 下 に 同 一 書 籍 を作 製 した 時 の仮 想 の コ ス トを比
較 した もの で あ る。 そ れ は経 済 学 とい う よ り もむ しろ経 営 学 的 な分 析 で あ り,
途 上 国 の多 様 ・複 雑 な産 業環 境 を捨 象 して,抽 象 的 に仮 想 され た 数 字 を比 較 す
る こ との意 味 は きわ め て限 られ た もの で しか な い と思 わ れ る。 この報 告書 の 他
の部 分 は,先 進 国 の卓 越 した 出版 人 の 目か ら見 て,先 進 国 出版 の 技 法 を途 上 諸
国 に も有 効 な普 遍 的真 理 と して 教 え る とい うa正 に近 代 化 論 的立 場 を背 景 に し
て い る。 む しろ,筆 者 に とっ て参 考 に な っ た の は,ア リソ ン ・ア レ クサ ン ダー
(Alis。nAlexander)等 編 のMediaE・ ・n・mics:The・ ηandPractice
(LawrenceErlbaumAss・siates,1993)や ・バ ー ト ・ピカー ド(R・bertG・
Picard)のMediaEconomics:Coη α桝sand、issues(Sage,1989)と い った メ
デ ィア経 済 学 の教 科 書 あ るい は リー ダー で あ った 。 これ らは少 な く と も経 済 学
の一 般 理 論 を メ デ ィ ア とい う対 象 に応 用 して,メ デ ィア の経 済 学 的 解 明 を図 っ
てい る とい う意 味 で,筆 者 と立 場 を等 し くす るか らで あ る。 これ らの諸 書 にお
い て は 多 くの メ デ ィア の1つ,し か もマ イ ナ ー な それ と して 扱 わ れ て い る にす
ぎな い 出版 の世 界 に特 化 して,経 済 学 と くに開 発 経 済 学 的 立 場 で 考 察 した もの
が 本稿 で あ る。 本稿 が まだ そ の試 み の ほ ん の 入 り口 に止 ま って い る こ とはい う
まで もな い。
1.出 版産業 と出版 開発
1国 の出版産 業 を構 成す る各出版企業 は,産 業 の内部 で自 らの存続 を賭 けて
互 いに熾烈 な競争 を演 じてい る。 よ り良い出版物 をよ り安 く,よ り迅速 ・的確
に供給 す るこ とによって,販 路 を確保 し拡大 す る ことは,自 社の存続 のた めに
必 要な努 力で ある。 そ うした出版産業 は また,他 の産業 との競争関係 にあ る。
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例 え酪 種 メ デ ィアisの 間 での競争 として
,出 版 産業 はテ レビ蝶 や映酵
業・ そ し噺 聞蝶 顯 客 の持 つ限 られ た可処分所得 を争わね ばな らない し
,さら
にスポー'蝶 や その他 の娯継 業
,そ して外館 業 との間 にさえ も競 争
関係 にある・ 出版産業 が再販 蒲 離 持 制度(再 販制度)下 にある場 合訟
正
取引委員会 は とか く出腱 業 の競争不在
,鮎 的利 益 を問題 にす るのだが渓
際 には出版社の活動 は厳 しい競争 の中 にあ り
,そ うい う もの として市場繍}こ
組 み入 れ られて いるの である。
さて油 版開発 とは社会 にお ける出版 活動(出 版産業)の 聾 性 の
uに 基
づ き・ 掴 の出版活動 糧 的`A的 に改善
,向 上 させ る こと臆 味 してい る。出版 開
発 な くしては鮪 開発 も社会 開発 もあ りえず
,近 代化 は猷 不可能 とな
るか らであ る・ この よ うな鰍 での出版 開発 は途上 国
,先 姻 を問 わず洛 社
会 にお ける出版 濁 の轄 搬 と搬 る ことが で きるが樋 常 出版 開発が 出版
開発 として論 じ られ るの は途 上国 の出版活動 に関 してで ある
。
出版 醗 の問題 拷 える とき・ まず い くつ かの疑問 が浮 かび 上が る
.第1は,
そ もそ も繍 の側 面か 硯 た とき
・ 出版 開発 と}よ社会的 にいか な る変化 を実現
しよ うとす る..な のか とい う ことで ある
。第2は そ う した変化 の 目標 を実現
す るに は・何 をなすべ きかで あ り
・第31こ は何 をなすべ きか を探 る手段 として
,何が可能
で あ り何が可能 でなし・か,何 が効 果的 であ り,何 が効 果的で ないか と
い った評価'判 断の基準 を過去 の経験 力・ら学 ぶ こ とはで きな
いか とい うこ とで
ある。
第1の 疑 問に対 す る答 えは比 較的騨 であ る.出 版 開発の 目標 は,よs-、
本 をよ り多 く・ よ り安 く・ よ り的確 ・迅速 に講 に供給 で きるよ うな講 環境
の作出 であ る と定義 づ ける ことが で きよう
.次 にそ う した 目標 を実現 す るため
に・我 々 は何 を どうす べ きなのか とレ・う第2の 疑問 に対 す る答 えは
,こ れ まで
多 くの対策 が出版 開発関儲 によって直醐 ご提 示 きれ て きた
.し か しそ こに
はデー タに基づ く科学的 な分析 や理 諦 雪欠 けていたため汁 分な説得 力 を持 ち
えなかった こ とは識者 の しば しば指摘す る ところであ る
。
そこで第3の 疑 問へ の答 えが くる。我 々 は過去 の経験 の科学 的 な研 究 に よっ
て こそ,出 版政策 の立 案 ・計画 ・実施 のための理論 的背景 を確保 す るこ とが
で
きる と信 ず るので ある・本稿 はそ う した努力へ の1つ の試みなので ある
。
出版開発 の繍 的側 面 を考 える我々 に対 して瀾 発経済学 は有力 な理論 的背
景 を与 えて くれ る。
開発経済学 の教 科書 は経済成長 について次 の よ うに説明 する
。
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「繍 成長 とは1人 当 り生産の厳 率の上昇であ り・そうした上昇は・繍
髄 の近代化 と各産業の生産性向上 によって実現する・ ここで繍 髄 の近代
化 とは,GDPに 占める諜 の割合力a減少 し・二次産業・三次藤 の占め る率
が増大することであ り,そ れは麟 の生産性の向上によって実卿 る・坊 各
産 業の生産 餉 上 は急速 な資本形成 と技術革親 こよって実現 す る」・
ここでの議論 を我 々の当面 の課題 で ある出版産業 の発展 にお きか える と・
1.GDPの 中に占め る出版産業 の シェアの増 大
2.出 版産業 にお ける急速 な資本形成
3.出 版産業 におけ る技術革新
の3つ が出版 開発 を促 す経済的要因 とい うことにな る。
以下 これ ら3つ の領靴,さ らにそれ らに関連 して出版開発1こ大 きな影響 を
与 える国際繍 お よび政府の関与 につ いて・ これ までの出版研究 の成 果 とその
政策的含意 を考慮 しつつ ま とめていLっ 。
II.出 版 産 業 の 成 長
各国 の出版産業 はそれぞれの歴史的髄 を経 なが ら・ それ ぞれ 誠 長'::.
を進 めてい る。現在 の時点 で洛 国 の出版 産業 は当該 国のGDPに 対 し・ どれ
だ けの シェア を持 ってい るで あろ うか。 また そ うしたシ ェアの達成 によって・
既述 の出版開発 の諸 目標 は どれ だ け実現 してい るので あろうか・
我々 の定義 に基 づいて,あ る国の 出版開発 の達成度 は,
① 良質(提 供 され る書籍 の内容 と造本 の優秀 さ)
(2)生 顔(新 刊 出版 点数 ・出版部3)書 籍支 出率)
(3)流 通価格(書 籍 の一般的価格 レベ ル)
(4)書 籍 への物 的ア クセ ス(書 店数・図書館数 の対人 口比率)
な どの変数 に よって計測 す るこ とがで きる.こ の うち(1)の内容 と造本 は もっぱ
ら質 的側面 にかかわ り,趨 化 が困難 なた め ここでは除外 し誠 る3点 につし」
て考 え よう。
1.生 産 量一 一新 刊 点 数 ・出版 部 数 ・書 籍 支 出率
現代社会 は程 度の差 はあれ,言 論c育 ・娯楽・等 の コ ミュニケー シ ョンの
た めに,何 らか の出版物(書 籍 ・w)を 必 要 として いる・世 界 には轍 全 く
書籍 を生産 しな咽 もあるが,こ れは例外 であ りyほ とん どすべての国々が何
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ほ どかの書籍 の生産 ・瀧 ・利用 を してい る
.す なわ ち出版市場 を持 ってい る
ので あるO
出版企業 はそ うした出版市場 で 自らの存続 をカ・けて行 う熾烈 な競争 鮪 利 な
もの とす るため・ よ り多 くの資本 を投入 し
,よ り生産性 の高 い システム を開発
し・ スケール メ リッ トを狙 って事業 を大型イヒした りす る
.そ う した競 争関係 に
よっ礪 築 されてい る出版産 業 は・ さらに他産業 との間で も生存 をかけ磯 争
し・ 出版蝶 全体 としての拡大・ すなわ ち書籍 支出率 の上昇 を図 る.こ の よ う
な灘 的 シナ リオ 樋 して・先進諸国の 出版産業 は発 展 鍾 ね て きたのであ る
。
それで は各 国 にお ける出版市場 の量 的大 きさを示 す年間新刊点数 や発行 部数
,書轍 出
額 とい った変数 と・例 えば各国 の人 ・,工 人 当た 咽 民所得,等 の変
数 との間 には・何 らかの法則性 を認 め る ことがで きるのであ ろうか
.鞘 は こ
れ までに次 の ような観 察 を報告 して きた。
〈1>新 刊 点数
年間新刊点数 は洛 国出版 蝶 の社会的貢献 を表 示す る最 櫨 要 な指標 とし
て多用 され てい る・ この鯛 新刊 点数 につ いて1よ
,次 の こ とがわか って 昭 。
ユ)先 儲 国 は近代 化の過程 で鞘 が出版 の離 陸 と名づ け槻 象 すなわ ち
新刊点 数 の急 激 な増加 を示 してい る.た だ しその時期 は 。ス トウ(w .
W・R・st・w)の 示 す繍 離陸 のそれ と1泌 ず しも一致 しない
。
2)デ ー タの鶴 れ膜 米2力 国で は灘 陸後 の新刊点数 の拡大 は1人 当た
り国民所 得の増加 と強 い相関 を示 してい る
。
ここで生産 量 の1つ の指標 としての年間新刊点数 に よ
って各社 会出版 市場 の
成長麗 調 際比較 す るた めにはその公平性 を繍 す る前提 として以下 の諸点
を考慮 しなけれ ばな らない。
(1)人 口の制約
各国 の年間新刊点数 を鞭 に比較 す る ことは必 ず し樋 当で ない
.各 国 が出
版 し得 る新刊 点数(こ こで は単純化 してすべ て新刊 とす る)は
,
1人 当 た り国民所得 ×人 口×書籍支出率
書籍1点 の出版 に要 す る平均 コス ト
として講 され るか ら・他 の条件が すべ 唄Pと して人 ・が1・倍 であれ ば
,出
版 可能点 数が1・倍 になる こ とは明 らカ・で あ る.し た が って人 ・の小 さ咽 の
出版産業 の成長 はきわめて困難で あ り,人 ・ を無視 して単純 に点数比轍 す る
ことは誤解 を招 きや すい・ 嘱 ス コが時 に発表 す る人 ・1・・万人 当 た 噺 刊点
数 の解釈 に も注意 が必 要で あ る.人 ・10・万 人 とい う同 じ物差 しで計 繋 れた
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各 国の点数 は,現 科学的,合 理的 に見 えな くもないが・ この方式 で計算す る
とた とえ、。。万人 当た りが低 くて も,巨 大 人 ・の国民 は+分 に多様 な書籍 にア
クセスで きるの に対 し,い くら・00万人 当た りが高 くて も小 人 口国で は・ トー
タル としてア クセス しうる点数 は少魏 こ限定 され るか らであ る・北 欧諸 国 は高
い書籍支 出率 によって,人 ・の制約 を超 えて多 くの書籍 を出版 しよう と努 めて
いるが,結 果的 には大人 咽 に対抗 すべ くもないので ある・ とい うわ けで・新
刊 点数 は各 国の成果 で あ り読 書内容の多様性 へ の可能性 の程度 を示 す もので
はあるが,人 。の制約 を強 く受 けてお り,各 社会 の努 力の程 度 を公平 に示す も
ので はない.各 国,各 社会 の鋸 空間改善へ の努力 の成果 はむ しろ書徹 出率
と価格 レベ ルに よって公平 な比較 が可能 であ る。
② 書籍 への選好性
書籍 は情 報入手や嫌 のための多様 な手段 の ・つ にす ぎない・ そ うした多様
な可能性 の うち,ど れ を齢 か はイ固人 は勿論 民族 に よって も社会 に よって も一
様で はない.だ か ら異 なる国家 社会 のそ うしa雛 撫 視 し禅 純 に点数
比較 や書籍支 出率比較 をす るの は必ず しも公平 といえない面が あ る。
(3)書 籍 の間 の選好性
各国,各 社会 は人 々の好 みや社会 の動向 を反映 し,書 籍 の種々 のカテゴ リー
に対 して異 な る選 好性 を示 して い る.エ ス カル ピ(REscarpit)は 「出騨
命」 において,こ の ことを実証 的な形 で明 らか に して いる・各社 会 は ま欄 発
の進 行具合 によって特定 ジ ャンルの書籍へ の優先 的選択 を必 要 としてい る・例
えば1995年 の段階 で,イ ン ドネ シアの獅ずUのうち・学校 教科書が点数で は全体
の35%,冊 数 で は実 に82%を 占めて し・る.こ れ は イ ン ドネ シア にお いて}ま学
校 教科書 の供給が 国家 の緊急なニーズで あ り・一方激 科書以外のｺ'書 籍 の
出版 が きわ めて貧困で ある ことを示 している・ この ように国 に よっ噺 刊 の領
域別分類が相互 に大 き く異 な る場合 力§あ り,し たが って単純 な点数の比Vこ は
注意 を要 す る。
く2>　 　　　
年間新刊点数 と共 に還 的達成 を示す もう1つ の聾 な指標 は出版部数で あ
る.点 数がバ ラエテ ィを示す のに対 し,部 数 は国民 への浸透度 を示 す・国際比
較 には年 間1人 当た り出版部 数(生 産 ・f嬬)を 用い るのが よ り妥 当で あ る・
年間総 出版部数
1人 当た り出版部数=人 口総数
8)
筆 者 の 調査 か ら次 の デー タが 得 られ た 。
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イ ン ドネ シ ア1 .07冊
フ ィ リピ ン0 .66冊
マ レー シ ア1 .87冊
日本11.3冊
こ こで,
年 間総 出版 部 数eGDP× 書 籍 支 出率平 均1冊 当
た りコス ト
1人当たり出版勝 響 一
人譜 講 鰻 り響 コス,
_1人 当た りGDP× 書籍支出率
1冊 当た り平均 コス ト
_1人 当た り平均 書籍 支出額
1冊 当た り平均 コス ト
∴1人 当た り出版部数 ×1冊 当た り平均 コス トe1人 当た り支出額
よって1人 当た り年間書籍支出額 が一定 であ る とき
a1人 当た り冊数 と平均
コス トは逆数関係 にあ り,1人 当た り冊 数 の少 ない こ とは平均 コス トが高 い こ
とを意 味 している。
〈3>書 籍 支出率
1国 の社会が書籍 の生産,利 用のた めにiど れ だ けの経済 的犠牲 を払 ってい
るか を意味 す る書籍 支 出率 は,各 社会 の出版 文化的努力 を示 す最 も普遍 性 を持
った指標 であ る。
GDPに 対 す る出版産業 の シェアに他 な らない書籍支 出率 は
,
書籍支 出率=出 版産業 の年間総 コス ト国民総生産
GDP
で示 され るが,こ れ は国民]人 当た りの計算 で,
書籍支 出率81人 当た り平均年 間書籍 支出額1人当た り
GDP
として計算 して も理論 的に は同 じ結果 になるはずであ る
。
ここで,
輪 壽籍錨 籟一1人当たり平均年騰 入冊数×1部当たり平均価格
だか ら,






9.オ ラ ン ダ
1
0,349
1.ア メ リ カ 0,321 10.ベ ル ギ ー
0,358
2.日 本 0,368 11.メ キ シ コ
0,194
3.西 独 0,349 12.ノ ル ウ ェ ー
0,651
4.フ ラ ン ス p.411 13.デ ン マ ー ク
0,400
5.イ タ リ ア
6.イ ギ リ ス
0,472
0,367
14.オ ー ス トラ リア
(同 輸 入 除 く)
0,527
fO,103
7.イ ン ド 0,604
'"
15.ス ウ ェ ー ア ン 0,142
8.カ ナ ダ 0,329 16.マ レ ー シ ア
0,202
(注)発 表後データの一部修正をしている。
筆者 はデー タの制 約か ら出版産業 の総 コス トには流通費 も含 め,ま た返本 を
無視 して発行額(定 価 ×部数)の トー タル を もって それ に代 えて いる。 また,
異年度 のデー タを用いて比較 す る ことに も当然問題 はあ るが,長 期 にわたって
少 しずつ変動 す る書籍支 出率 の比較 には,そ れで も十分使 用 に耐 える面 もある。
書籍支 出率 について筆都 旧稿 において・19野 度の デー タに基づ いて16力
国の それ を算 出 した。表1に 見 る とお りで あ る。 さ らにデ ー タが 得 られ た,
表2書 籍支 出率 の時 系列変化
].0)
米 ・英 ・日3力 国にお ける書籍支 出率の時 系列変化 を観 察 した(表2)。
そ こで判 明 した ことは,
(1)先 進諸国 の書籍支 出率 は0.3～0.35%の あた りに収敏 してい る。
② 途上 国の書籍支 出率 はデー タ不足 だが,先 進国 に比べ てやや低 い ものの,
意外 にその差 は小 さい。
(3)日 ・英 ・米3力 国 の時系列的変化 か ら,書 籍支 出率 は近代 化の進 展の中
で,お そ ら く所得 の向上 を最大 の要因 として次第 に上昇 した と考 え られ る。
とい う3点 、で ある。
人 は収入 の中か らまず衣食住 の基本 的 コス トを支 出 し,残 された資源 をその
他多様 な コス トに用 い るのであ り,お のずか らその総収入 に占め る率 には一定
の限度 があ る。人 はパ ンのみにて生 きる ものでない と同時 に,書 籍 のみ にて生
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きる者 で もな いので あ る。 その限度 を反映 した数 字が0 .3～0.35%前 後 とい う
ことなのであ ろ う。 書籍 支出率 が民族 や文化 の違 いを超 えて
,一 定 の狭 い範囲
に収 敏 してい るの は興味 深い事 実 であ る。
第2に 後 に見 る ように,書 籍 支出率が途上国 において もあ まり低 くない とい
うこ とは,途 上 国が その困難 な経済状況 の中 にお いて も,書 籍 への支出 を必ず
しも惜 しんでいない こ とを示 している。
こうして各国 の書籍支 出率 の時系列的推移 をモデル化 すれ ば
,緩 慢 な上昇 に





,途 上国 にお ける書籍 支出率 の例 は筆者 によれ ば,
フ ィ リピ ン
イ ン ドネ シア







であ る。 フ ィリピンでは,書 籍支 出率 は先進国 に近 い数字 を示 してお り
,イ ン
ドネ シア は先進諸 国 のほぼ半分 であ る。 これ ら諸国 の国民 が,こ うした支出 に
よって手 に入れ てい る書籍の実態 は,先 進諸 国 に比 べ てはるかに貧弱 で あるが
,
それ は出版 産業 の効率 の悪 さか らくる ものであ り,国 民 としては先進 国の人 々
と同様 な経 済的犠 牲 を払 ってい る とい うことがわ か る。
2.価 格 一一 経 済 的 ア クセ ス 率
諸 国 にお ける出版産業 の達成度 を測 る2番 目の指標 は,書 籍の価格 レベ ルで
あ る。 出版 開発 の 目標 の1つ は 「よ り安 く」で あ るか ら,書 籍 が よ り廉価 に誰
に も入手可能 な状 態 を実現 しているか否 かが問われね ばな らない。
出版 市場 におけ る需 要 と供給 の メカニ ズム によって決定 され る書籍 の平均価
格 につ いて は,筆 者 は これ まで以下 に示す よ うない くつかの観察結果 を報 告 し
てい る。
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〈1>書 籍価格 の レベル
我々 はある社会 におけ る書籍 の価格 が高 いか安 いか を,他 の社会 と比較 して
考 え る場合,両 社会 の書籍価格 それ 自体 を単純 に比較 して論 ず る ことは無意味
であ る。我 々が比較 すべ きは各国の書籍価格が 当該 国民 の所得 に とって どれだ
けの重 さを持つか とい うこ とでな ければな らない。
書籍 は基本 的に は国内向 け商 品で あ り,言 語 ・文化 の障壁 に よって守 られて
い るか ら,外 国書 籍 との競争 は一般的 には発生 しない。発生 した として も部分
的で あ る。外国書 籍 との間 の価格差 に対 す る国際市場 的調整収 敷作用 は起 こら
ないのであ る。
こうして国内商 品 として生産 され る書籍 の価格 は,各 国の特異 な社会 経済的
条件 の反映 であ り,単 純 な国際比較 が意味 をな さない ことは明 らかで ある。途
上 国で生産 された書籍 の価格 は低 い労賃 を背景 に しているか ら,価 格 自体 は先
進 国の書籍 よ り当然 に安 い。 しか しそれが安 いか ら といって,先 進 国 に輸 出 さ
れ る ことはない。書籍 の内容が言語や文化 の点で,普 遍性 を持 ってい ないか ら
で あ る。
各 国の書籍価格上 の達成度 を比較 す るた めには,書 籍価格 の単純比較 でな く,
各国の平 均書 籍価格 の その国 の1人 当た り平均 国民所 得 に対 す る比 率 を比 較す
べ きで あ る。各社会 の成員 が1冊 の書 籍 を購 入す るた めに,自 己 の所得 の何%
を犠牲 にしな ければな らぬか を示す この数字 を,筆 者 は経済的 ア クセ ス率 と呼
んでい る。
繍 的アクセス率一書黙 錺 り鵠 讐
筆者 は日本 にお ける書籍へ の経済的 ア クセス率 を時 系列的 に観察 した。国民
所得 データの存在 しない古 い時代 と比較 す るため に,基 準 として米価 と大工労
賃 を利用 した。興味深 い こ とに1801年 か ら1980年 に至 る間,書 籍価格 は米 に し
て一般 文芸書 で2kg分,学 術 書で6kg分 とい うコンス タン トな値 を示 した。 す
なわ ち書籍 の価格 は米 の価格 と全 く並行 して,相 対 的 に同 じ価格 を維持 して き




1801 0.27日 分 0.92日 分
1980 0.05日 分 0.16日 分
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上 の ように一般 書,学 術書双 方 とも1801年 の5～6分 の1に 減 少 してい る。
す なわ ち所得 に対 す る購 入支出 の重 さは,こ の間 に5～6分 の1に 減少 した こ
とがわ か る。 す なわ ち書 籍 へ の経 済 的 ア クセ ス率 はy日 本 で は180年 間 に5
～6分 の1に 好転 したので ある
。
〈2>出 版 におけ る流通 革命
日本 にお ける書籍 価格 レベル の変遷 を国民所得 デー タを得 られ る近代以後 に
ついて さらに詳細 に分析 して みた結果,書 籍価格 の急激 な低下 は,出 版離 陸期
(1870-90年)の 完了後,40年 近 くを経過 した1920年 代後半 か ら起 こった ことが
判 明 した。 この時期 は,日 本 の出版産業 がマ スプロ ・マスセール に突 入 し,そ
のための前提 で ある流通革命 を実現 した時代 で ある。 こうして 日本 出版産 業の
発展 の時 系列 的展開 を図2の ようにモデル化 す るこ とがで きた。
(a}
図2日 本 出版産業の時系列的展開
図2で 見る とお り出版離陸(a)点 は新刊点 数 を増 やすが,価 格 の低下 は達成 で
きず,価 格 が下 が るの は(b)点の流通革命以後 であ る とい うことであ る。 このモ
デル はおそ ら く先進諸 国の場 合 に も該 当す るもの と思 われ る。途 上国 の多 くは
まだ書籍 出版 に関す る限 り,こ の図のII期 の段階 にあ る といって も誤 りで はな
いだ ろ う。
〈3>経 済 的ア クセ ス率の国別比較
各社会 にお ける書籍 購入 の経済的難易度 を示す指標 としてのア クセス率 を,
1980年 前後 のデータ を用 いて,27力 国 について計 算 した。表3に それ を示 す。
これ ら27力 国 の うち,先 進8力 国 の平均 は0 .16%で あ り,途 上国19力 国の平
均 は07s%で あ る。約5倍 の差 であ る。 さ らに先進 国の うち,デ ー タを入手 し
得 た 日 ・米 ・英3力 国 のペ ーパ ーバ ックだ けを対象 に計算 したア クセ ス率 は,
0.055で あ り,途 上 国平均 の14分 の1に す ぎない。 すなわ ちア クセス率 の良 さ
は14倍 とい うこ とで ある。 ここでペ ーパ ーバ ックのみで計算 す るこ との妥当性
だが,こ れ ら3国 で は,ペ ーパ ーバ ックで何万点 もの豊富 な内容 の書籍 が出版
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表3ア クセ ス度 によ るグル ープ









オ ー ス トラ リア
イ ギ リス





















メ キ シ コ)
チ ュニ ジ ア
ア ル ジ ェ リア
レバ ノ ン
ブ ラ ジ ル



















フ ィ リピ ン
ナ イ ジ ェ リア
パ キ ス タ ン
イ ン ド
小 高
(注)27力 国 の うちメキ シコだけが上 のア クセ ス順 グルー ピングにおい て
仲間 と離 れてい る。
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され てお りs-一 方途上 国の書籍 はペーパ0バ ックが主体 で ある ことを考 える と,
この比較 の方が よ り実態 に近 い と思われ る。
ところでIIの1.〈2>で 見 た ように,
1人 当た りGNP× 書籍支 出率1人当た り冊 数8
平均 コス ト(価 格)




1人 当た りGNP× 書籍支 出率1人当た り冊数e
1人 当た りGNP× アクセス率
書籍支出率1人当た り冊数=
アクセス率
す なわ ち1人 当た り入手 し得 る冊 数 は,支 出率 が高 い ほ ど多 くな り,ア クセ
ス率が小 さいほ ど多 くな る とい う当然 の ことを示 してい る。 また アクセス率 が
小 さ く(良 く)な るためには,価 格 が安 くなるか,1人 当た り所 得が大 き くな
るかであ る。
〈4>コ ス トに表れ る出版 効率
書籍 の平均価格 が低 下すれ ば,上 で見 た とお り読 者 は当然 に よ り多 くの書籍
を手 にす るこ とがで きる。
ここで はそ うした価格 の低 下 に影響 を与 え る主 要な フ ァクター2つ に触 れて
お こう。
(1)第1は7不 可抗力 としての人 口の制 約で ある。 すで に見た よ うに,書 籍
価格 の低 下 は,マ スプロ ・マスセール によって発生 す る。書籍 の コス トに
は固定費 と比例 費が あ り,固 定費 の 占め る率 がか な り高 い。 だか ら発 行部
数 が多いほ ど固定費の配賦が減少 し,製 作 コス トは急激 に低下 す る。 同様
に流通段 階で も量 の大 きい方が割安 にな る。価格 低下が マスプロ ・マスセ
ール の始 まる流通革命後 で あるのはそのためであ る
。
ところが途上諸 国の場合,人 口は必 ず しも多 くな く,し か も リテ ラシー,
中 ・高等教 育の普及,読 書習慣,所 得 レベル,等 の フ ァクター に影響 され,
実質 的な読 書人 口は名 目上 の人 口よ りはるか に小 さいか ら,マ ス市場 は成
立 せず,書 籍価格 の低下 も起 こらないので ある。
② 第2の 制 約 は人 為的 な もの,出 版経営能 率の悪 さであ る。筆者 は東南 ア
ジア諸 国の調査 か ら,こ れ らの国々 がかな り経済的犠牲 を払 って,先 進国
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並 の書籍支出率 を達成 しなが ら,最 終的 に入手 す る冊数 がなぜ先進 国の10
分 の1に す ぎな くな るかを分析 した。10分 の1と 少 な くな るの は,価 格 レ
ベ ルが10倍 高 いか らであ る。 しか し高価格 の要因の最 も重要 な もの は,流
蹟 とmr・管理費であ り・ しばしば途上国出版人の静 の対象にされ る用
紙代 の高 さは,必 ず しも最大 の理 由で はないの であ る。
こう して途 上国出版 産業 にお いては,書 籍 の高価格が続 いてお り,急 速 に低
下す る見込み は まだ大 き くない。後 に示 す とお り,全 国型市場 一一共 同体市場
の二重構造,ラ ンガナ ン関係 に よる競争 の不 完全 さ といった ことが その背景 に
あ る。
3.流 通 市 場 の特 性 と物 的 ア クセ ス
途 上国の出版市場 に しば しば見 られ る特性 の1つ は,全 国市場 の未発達 によ
る競 争 の不全で ある。経済学 では市場 とは商 品の需給 が価格 を通 して調整 され,
安定 に至 る単一 の場 と抽象化 して考 えられてい る。開発経済学 にお いて も同様
で あ る。 しか し現実 の市場 はそ うした純粋 な形 で存立 して いるわ けで はない。
特 に途上 国 において は多 くの ファクターの作用か ら,市 場 は複雑 な様相 を呈 し,
経済学 でい う自由競争 が十 分 に機 能 していないケー スが多 い。例 えば,イ ン ド
ネ シアの出版市場 につ いてエ ドワー ド ・キ ンマ ン(EdwardJ.J.M.Kimman)
博 士 はバザ ール経済 とラ ンガナ ン関係(longsustainedclient)と い う概 念 を
利用 してその特性 を分析 した。村落 ご とに成立 す る小規模市場(バ ザール)で,
生業的 な商人 たちが少量 の商 品 をしば しば競争 的価 格 を無視 し,特 定 の長期的
関係 のあ る顧客(ラ ンガナ ン)に 掛 で売 り,取 引上 の紛争が起 こって も法的処
置 に訴 える ことな く,仲 裁 和議 に至 る といった あ り方が 出版市場 に も適用 され
12)
る としたので あ る。 この よ うな 「共 同体」 の果 たす経 済機 能 の意義 を強調 し
て いるの は,速 水佑次郎教授 であ る。
速水 は競争価格 とい う非人格的パ ラ メー タに基 づ いて機能 す る市場 の犯す失
敗 と,他 方,市 場 の失敗 を救済 す るた めに公権力 に基づい て資源配分 の変更 を
迫 る政府(国 家)自 体 の失敗 という2つ の組織 の失YX13)救 済す る・市場第3の
組 織 として共同体 の役割 が重要 で ある とす るので あ る。本来 市場 と国家 が相
互 に補 完すれ ば うま く機能す るはずの経済体制が,そ うな らないの は情報 は常
に不完全で あ り,市 場 の取引 には費用 がかか り,官 僚 に は腐敗 がついて回 るか
らで あ る。 こうして市場 と国家 の中間 に緩衝材 としての共 同体 が くる。市場 は
「民間財」 の供給 において,共 同体 は受益者 が地域 的 に限定 され る 「地域 的公
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共財」 の供給 にお いて有効 な組織 であ り,両 者 が供給 で きない基礎 的科 学研 究
や司法制度 な ど 「全域 的公共財」 の供給 は国家 に頼 る とい う分業 であ る。
そ うした共 同体 が経済 的 に意味 を持 ち うるの は,現 実の取引が教科書通 りに
動 くので な く,上 記 の ランガナ ン関係 の ように永 い間の人 間関係か ら生 まれた
相互 の信頼,責 任感 を背景 に実践 され る ことに よって,危 険回避 の ための コス
ト(借 り倒 され る)と か,情 報 コス ト(全 国市場 での価格変動 や,買 手 の信用
調査 な ど)な ど取引 コス トを節約 で きる限 りで,合 理的 だか らであ る。
勿論 こう した共同体の機能 に も欠 陥があ る。 その閉鎖性,独 占性 が一方で取
引費用 の節約 を可能 とす る と同時 に,競 争 の不在 に よって高価格 の維持 につな
が る危険 が大 きい ことで ある。 い うな らば共 同体 の失敗 で ある。
キ ンマ ン博士 が1970年 代 末の調査か ら,ラ ンガナ ン関係 の重要性 を主張 し,
イン ドネ シアにお ける全国的出版 市場 の未成立 を論 じたの に対 し,筆 者 は20年
後の1990年 代末 に同 じイ ン ドネ シアを調査 し,キ ンマ ン博 士の い う共 同体市場
と大都 会 に急激 に成長 しつつあ る全国型 の出版流通機構 の両者 の併存 を観察 し
報 告 した。す なわ ち,イ ン ドネシアの出版 市場 は大都市(と い って も主 にジャ
カル タ市)読 者 に対 する全 国型一般市場 と,地 方 ・農村地帯 の共 同体住 民 に対
す る教科 書,廉 価 本 の共同体市場 とが別 々に存 在 し,機 能 してい る と思われ る。
ジャカル タをは じめ とす る大都市 には,近 代 的なチ ェー ン書店が展 開 し,全 国
型 出版流通機能 を果た して いるが,地 方都市 や農村 には書店 らしい書店 は存在
せず,教 科書販売人 による学校 教科書 の販売活動 や露店 の雑誌 ・古本売 りのほ
か にはyほ とん ど一般書籍市場 は成立 していないのであ る。
上述の とお り共 同体型経済 の失敗 は競争 の不貫徹 であ る。例 えば,イ ン ドネ
シアの書籍出版 の4分 の3を 占め る学校教 科=書は教育界 にコネを持 つ教科書販
売人 を通 して販売 され る。教科書 の採択納 入 は校 長 と販売人 の ランガ ナン関係
に基 づいて,非 競争的 に行わ れ るか ら,一 方で 巨大教科書会社 数社 が成立 す る
と同時 に教 科書1点 か ら数点 だ けを出版 す る生業的 な無数 の出版社 の存在 を可
能 に してい るので ある。 こうした競争機能 の不 全 によって,教 科書価格 が どれ
だけ高価 な もの になって い るか は,教 科書 に対 す る経済的 ア クセス率 の国際比
車交か ら石崔認 しうる。
イ ン ドネシアに限 らず途上 国の 出版産業 に普遍 的 に見 られ るのは企業 の水平
統合で な く,垂 直統合 への選好 で ある。公開 された統 合的全国市場 において,
価格 を通 して競争す る とい う基 準的市場 経済が成立 してお らず,販 売が もっぱ
らランガ ナ ン関係 の原理 で動 く社 会で は,企 業 は合併 な ど水平方向へ の企業 の
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拡大 によって規模 の利 益 を追求す るよ りも垂直方 向への統合 に よって限 られた
顧 客か らの収 入 をよ り多 く確保 しようとす る。 出版社 は同時 に印刷所,取 次書
店,小 売書店 を兼ね るケースが多 いのであ る。
さて,生 産 され た書籍が読者 に読 まれ るため には,書 店 と図書館 の普 及が前
提 とな る。読者 に よって購入 されず,図 書館 か ら借読 されな い書籍 は存在 しな
いに等 しいのであ る。 しか し,現 実 には途上 国 にお ける書店 と図書館 の普及 は
きわめ てお くれ てい る。例 えば,イ ン ドネ シアで は1995年 現 在書店 数2,902軒
14}
との 報 告 が あ る。 しか し,そ の 多 くは書 店 と呼 ば れ る にふ さ わ しい 在 庫 を持
っ た もの で は な い と思 わ れ る。 同 じ く書 店 数 は マ レー シ ア で500軒,フ ィ リピ
ンで300～400軒 との情 報 を得 て い る。 仮 に この デ ー タを採 用 し,一 方先 進3力
国,日 本,ド イ ツ,イ ギ リス を と り,人 口10万 人 当 た り書 店 数 と森 林 を除 く国
土100平 方km2当 た り書店 数 を見 る と次 の とお りで あ る。
人口10万人当たり書店数 国土(森 林 を除 く)100㎞2当 た り書店数
東南 ア ジア3力 国 1.4 0.33
先進3力 国 17.7 8.0
しか も先 進3力 国 の場 合,キ ヨス ク,コ ン ビニ エ ンス ス トア等 を除 い て の数
字 で あ る。 そ の落 差 は きわ め て大 きい といわ ね ば な らな い。
lll.資 本
出版 開発 を実現 す る方法 の1つ は,す でに見 た とお り急激 な資本形成 であ る。
こ こで資本 とはマ クロ経済学的 には過去 の生産物 の うちs消 費 されず に次な る
拡 大再 生産 のた めに用 い られ る物的資本 を意味 し,投 資 とはそ う した物 的資本
の年間増分 を意味す る。投資資本 の最 も典型 的な利 用法 は,よ り進 んだ生産技
術 を実現す るた めの巨大生産設備 の建設 であ るが,生 産性 向上 のた めの資本 の
用途 は設備施設 に限 らない。 よ り豊富 な在庫商 品の準備 のた めに用 い られた在
庫資本 や人材開発 のために用い られた人 的資本 も,ま た売上拡大 につ なが る資
本投入 なのであ る。
出版 開発 と資本 の関係 を我 々 はマ クロ とミクロの2つ の側面か ら明 らかに し
な ければな らない。 まずマ クロ経済学 的 には各国 における出版開発 の進展が な
ぜ異 な る様相 を示 すのか,そ の ことに資本 は どうかかわ ってい るのか を考察 し
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なけれ ばな らない。 そ して第2に は ミクロ経済学的 に出版企業 にお ける資本 の
ビヘ イ ビアの特色 を解 明す る ことが必 要であ る。
1.出 版 産 業 資 本 形成 の マ ク ロ経 済 学
経済学教科書 の説 くところによれ ば 「一般 に1人 当た り平均所得 の増加 は広
い意味で の資本が1人 当た りで増加す るこ とによって もた らされ る」 と してい
る。 ここで 「広 い意味 での資本 」 とい うのは,機 械 や工場 な ど固定設備 や在庫
品ス トックだけで な く,教 育 と研 究へ の投資 に よって人 が よ り高度 な能力 を身
につ け,生 産性 を高 め るこ とを含 めて いるか らであ る。 また ここで1人 当た り
を見 るの は,国 家 の総所得 や総資本 が増加 して も人 口増加 の率が それ らを上 回
れば,実 質的資本増 にな らず所得 向上 につ なが らないか らであ る。
マ クロ経 済学 はある年度 にお ける国民所得 の増 加 は,当 該年度 にお ける投資
(資本 の増加)に よって決 ま り,か つ投 資増 分 と所得増 分 の比 を投資 乗数 とす
れば,こ れ は限界貯 蓄性 向の逆数 で新投資額 の何 倍か の所得増 が発 生す る こと
がわ かってい る。一 方,過 去 の投資 に よって形成 された前年度以前 の資本 は,
それ ぞれ投資 された年度 の所得増加 に貢献 した あ と,資 本 ス トックと して蓄積
され,減 耗分 を償却 した投 資残額が ひ きつづ き資本 として,過 去 に逐次達成 さ
れ て きた生産性 を維持 してい るので あ る。 だか ら現在 の2国 の国民所得 の格差
は現在 に至 る歴史 の全過程 を通 して,累 積 して きた両 国の投資額(資 本)の 格
差 か ら生 じた もの と考 える ことがで きる。
さてある年 の国内総貯蓄=総 投 資が乗 数効 果 を伴 いつつ,所 得の増 加 を引 き
起 こす中で,総 投資 の一部 を成 す出版産 業の資本形成 に は2つ の問題 点が あ る。
第1は 総投資 に占める出版投 資の比率 で あ り,第2は 総投 資の投資乗数 に対
す る出版 投資の投資乗数 の比率,す なわ ち資本係数 の問題 であ る。 ある年度 の
総投資 の中で,出 版 産業 に どれだ けの部 分が投資 され たか は,前 出の書籍支 出
率 を決定 す る要因で ある。毎年度,過 去 の投 資の積 上 げに よって決定 され てい
る前年度 の書籍 支出率の 当年度投資 に よる修正 とい う形 で進 む こ とはい うまで
もな い。書籍 支出率 が0.3～0.35に 収 敏す る とい う ことは,こ の レベ ル に到達
したあ とは新投 資総体 の中で の書籍 への新投 資が,書 籍支 出率 の現状維持 を可
能 にす る程度 の持続 的拡大 に とどまる こ とを示 して いる。 いずれ にせ よ,出 版
産業 の投資へ の競争 的努力の中で それ は実行 され るので ある。
第2の 点 はあ る額 の投資が どれ だけの生産効率 を上 げるか とい う資本係 数が
産 業の種類 に よって異 な る とい う問題で ある。一般 に非1次 産業 は1次 産業 の
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2倍 ない し3倍 の生産効率 を示 し,非1次 産 業 を製造業 とサー ビス業 に分 ける
と,サ ー ビス業 は製造業 の2～3倍,1次 産 業の4～5倍 効率が良 い と観察 さ
15)
れて い る。 そ う したサ ー ビス産業 は物的 資本 よ りは人 的資本 に よ り多 く依 存
す る傾 向があ り(し たが って,サ ー ビス産業で は特 に人材養成が大事 であ る)
物 的資本 の中で は設備投 資 よ り在庫投資が重視 され るこ とを示 してい る。
既述 の とお り外注産業 としての 出版産業 に とって巨大 な生産設備 は必要 でな
く,投 資形成 は もっぱ ら在庫投資 と人材養成 に向か ってな され るこ とになる。
以 上,出 版 産業 の資本形成 におけ る投資 の役割 を理論 的 に見 て きた。 それで
は現 実 の各国経済 において,投 資 は戦後 どの ような経 過 をた どったのか を表4
に よって見 てみ よう。
第2次 石油危機 の1980年 代前半期,各 国 とも総投資 の伸 び,投 資率,投 資生
産性 が いずれ も悪化 してい る中で,特 にフ ィリピンが厳 しい状 況 に陥 ってい る
ことが わか る。 フィ リピンの場合60年 代,70年 代 を通 して投資生産性が他 の諸
国 よ り低 いのは,投 資 の半分 が機械設備 で な くビル建 築等生産性 向上 に役立 た
ない使 われ方 をした こ と,ま た,生 産 的投資 も貿易保 護政策 に護 られた非効率
産業 に投下 されたためで ある とされ る。筆者 自身70年 代 にマニラの国際 フォー
ラム に参加 し,途 上 国への援助 が声高 に語 られ た夕べ,招 か れた出版社 主の邸
宅 が文字通 り宮殿 の ご とく豪華 なの に一驚 した。 その強烈 な印象 を今 も記1意し
てい る。利益 は製品在 庫拡充や,人 材養成 にでな く投資家 の奢修 のため に使 わ
れたので ある。
2.出 版 産 業 資 本 形 成 の ミク ロ経 済 学
所得 の向上(経 済成長)が 資本形成 に よって実現 され る こと,そ して例 年新
16}
表4ア ジア諸 国の投資 と投資生産性
国内総投資の伸び(%) 投資率(対GDP比,%) 投資生産性(GDP増 分/総投資)
国 名
1960-70 X970-81 1980-86 1960-70 1970-81 1980-86 1960--70 1970-81 1980-86
イ ンドネシア 4.6 14.{} 3.7 11.1 20.2 28.1 0.35 0.39 0.12
マ レ ー シ ア 7.5 10.4 0.8 18.1 26.1 34.1 0.36 0.30 0.14
フ ィ リ ピ ン 8.3 1a.1 一17 .6 20.1 zs.7 23.8 0.25 0.22 一〇 .04
タイ 15.8 7.5 0.8 22.5 26.1 24.2 0.36 0.28 oZa
シ ンガポール 20.5 7.2 3.3 23.4 40.0 一 一 p.38 0.21
㎜
韓国 23.6 122 9.6 23.2 29.4 30.6 a.,37 0.31 0.27
(出 所)IBRD,WorldDevelopmentRψoγ',1983,198$よ り江 橋 が 作 成 し た も の を転 用 。
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規 に投 資 され る総投資額 の中で,少 しで も多 くシェア を高め,そ れ に よって当
該産業 の拡大 を図 ろ うとする誘引 が,各 産業 に対 して働 くこ とを見て きた
。出
版 産業 も例外 で はな い。 そ してさ らにその出版産業 内部 で各 出版企業 が上 と同
じ原理 によって相互 に競争 し合 っている こともわ か った。 すなわ ち経済的利益
だ けが 目的で はない出版企業 とい え ども,経 済的側面 か ら見 る限 り,原 則的 に
は よ り大 きな資本 形成 に成功 した者 が勝 つ という資本主義 の論理 が
,基 底 にお
いては まぎれ もな く貫徹 しているのであ る。 しか し出版 の世界 は経済的利益 だ
けを目標 として動 いてい るわ けで はない しy出 版特有 の事情 もあ る。本節 では
そ う した出版 にお け る資本 にかかわ る特殊 な事情 を考察 す る。
1)資 本需要
一般 に企業 は資本 を拡大 し
,生 産 ・サー ビス システム を強化 ・拡大す ること
によって,よ り強 い競争力 を確保 しよう とす る。 こうした競争 の中で企 業の大
型化 が進 む と,新 規 の参入 はおろか,既 存 の中小 企業 の存続 まで も不可能 にな
り,倒 産 や吸収 ・合併 を通 して企業 の集 中が進 む。 その結果 ,寡 占 ・独 占状 態
が生ず る と,競 争 の不全 ・欠落 によって独 占価格 が実現 す る。消費者 の利益 を
害 す るそ うした独 占の廃除 のため,政 府 は公正取引委員会 を通 して介入す る。
こう して市場 の失敗 を政府が救済 す る とい う所謂 混合経済が今 日の 自由主義資
本主義諸 国に見 る普遍 的 な姿 となってい る。 この よ うに資本主義下 での企 業 は,
一般 に経営能力 の戦 い以上 に資本 の闘 いを闘
ってい るのであ り,そ れ を通 して
企業 の生産性 を高 め}経 済 の成長 に貢献 しているのであ る。 しか し出版 産業 に
ついて は,こ う した一般的様相 とかな り異 なる次の よ うな側面 が観察 され る
。
〈1>小 規模 ・零細性,外 注産業,人 間関係
出版企業 の規模 は概 して小 さい。 小 さ くて も意義 のあ る仕事がで きるし,小
さ くなけれ ば良 い出版 はで きない とい う出版 業 の伝統 的考 え方 も健 在 であ る
。
だか ら有能 な出版 者 は必ず しも量的拡大 によって,よ り多 く市場 の シェアを占
有 す る途 を歩 まない。出版 者 の達成 は必 ず しも量 によって計 られ ないのだ。
出版企業 はなぜ小規模 で あ りうるのか。第1に,出 版 企業 の機能 はプ ロデュ
ーサーの それで あ り
,商 品の第1次 生産者で あ る著者 も,第2次 生産者 として
作 品の複 製 に当た る印刷所 ・製本所 ・製紙 会社 もまた生産 された商品 の流通 を
代行 して くれ る書店 も,す べ て外部 の個人 ・企業 であ るとい う徹底 的 な外注産
業 であ る。 したが って巨大 な印刷工場 も,流 通 システム も自 ら保有 す る必 要が
な く,プ ロデュース とマーケ テ ィングにのみ集 中すれば足 りるか らであ る。
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第2に,多 品種 少量 生産 と外注制 度 を特色 とす る出版 において は,1点1点
の生産 コス トは比較 的少額 であるか ら,小 資本 で まかな うこ とがで きる。
第3に,出 版活動 は特定 の著者 と特定 の読者 を結ぶ とい うきわ めて人間関係
的 な作業で あ り,そ うした人間関係 的事 業 には大資本のマ スプロ ・マスセール
と異 な る可能性 が残 されてい る ことで ある。 したが って出版産業 は大資本 の力
で押 す寡 占的出版 社 と,よ り人間関係 に密着 した小零細 出版社 に特化 して いる。
〈2>参 入
この ように出版企業 には巨大 な設備 は不要で あ り,机1つ と電話1本 でで き
るといわ れ る。特 に流通 システムが完備 してい る日本 では,販 売 のための物理
的労 力が少 ないだ け,い っそ う当初参入資本 は少額 で済む。 そ こで出版事 業 に
関心 を持 つ人々の参入が後 を絶 たない。勿論 それ ら新 参入者の多 くは倒産 に至
るが,そ れで も次々 に成功 す る参 入者 の ある ことが,日 本の出版産業 の活性化
に大 き く貢献 してい る。 こう して洋の東西 を問わず,出 版社 の歴史 は野 心的 な,
しか し大 きい資本 を持 た ない創業者た ちの立志伝 といった もの に満 ち満 ちて い
る・そして出版業への入門的轍 書 もまた 「出概 ぎいては資本は大 して問題
で ない とい うこ とが,他 の事業 と異 な る特性 で あ る」 とか 「20年代 に は1万
ドル程度 の資本 で創業 で きた。 売れ る本 はす ご く売 れ,利 益 は課税 がゆ るやか
18)
だ ったか ら内部留保 で資本 を増や せ た 」 な ど として い る。 もっ と も後者 は今
で は もっ と大 きな資本が な くては存続 で きない とい ってい る。
途 上国 にお いて も事情 は大 同小異 で あるが,新 規 参入が全国市場 に向 けてで
な くラ ンガナ ン関係 に依存 した生業 として行 われ るのであれば,出 版産業 の近
代化 にほ とん ど貢献 しないだ ろ う。
2)資 本 調達
小規模 な出版企業が可能 であ るた め,新 規参 入が多 い ことを上 に記 した。 そ
うした小出版社 ではオーナー社長 が個 人的 に資本 を出す ことが多 い。先祖 か ら
の遺産 であれ,本 人の貯 金で あれ,少 額の資本金 で も出版事業 を創始 す るこ と
はで きる。 も し成 功すれ ば,次 々 と資金 は循環 して次第 に拡張 してい くだ ろ う。
よ り資本 を大 き くす るた め,友 人,知 人 な どと共 同で資 本 を出 し合 うことも多
いo
全 くの個人 出資 の場合 も含 めて,出 版企 業 は税対策 として通常法人化 され る。
しか しその 目的 は資本 の拡 大で はな くz税 対策 とい う別 の ところにあ るか ら,
法人化 した場合 で も資本額 は小 さい。 こ とに日本 の場合,戦 後の経 済成長期 に
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は資 金 は通 常銀行借 入 に よって まか なわれ たか ら
}株 式 に よって資本金 を大 き
くす る必要 はあ ま り強 くなか ったのであ る。
こうして 日本 で は出版社 はほ とん どが非上場株式会社 で ある
。株 の公開上場
によって巨額 の資本 を集 め,か つ株 式発 行利 得 を確保 す る というスタイル は
,
日本 ではほ とん ど見 られ ない。 出版事業 が,創 設 者 とその同族 に よって支配 さ
れ る同族会社的色彩 が濃いか らで あ り,か つ事業 の発展 に対 す る資金手 当てが
,
利益 の内部留保 と,銀 行借入 で間 に合 ったた めで あ る。 こう して同族 会社的色
彩 の強 い 日本 の出版 社 では,こ れ まで合併 や吸収 は全 く見 られなか ったが
,現
在の不景気 か ら,日 本 で もそ うした吸収合併劇 が次第 に見 られ る ようにな った
。
同族会社眺 格が比軸 禰 で静 市場上場会社が多いアメリカの出版産業で
は,吸 収 合併 は日常茶飯 事 であ る。
戦後 日本 で増 資でな く銀行 借入が歓迎 され たの は,借 入利 子 は経費 とな るが,
株 式 に対 する配 当のために計上 す る利 益の半分以上が税金 と して徴収 され たた
めであ る。 本来出版 事業 は リス クが 多 く,担 保 資金が乏 しい ことか ら銀行貸出
しの対象 とはな りに くか ったが,高 度成長 を機 に銀行 の貸出 し姿勢 が緩和 され
た。銀行借入 の困難 さは途上 国出版 者か らしば しば耳 にす る苦情 の ユつであ る
。
パ チ ェコ(E .MPacheco)氏 はフィ リピンに出版企業 が30社 ほ どしか存在 し
ない舳 の第1に 銀行借入の騰}こ よる資金不足 を挙げて認 。
最後 に他人資本 の1つ としての買掛金が あ る。 日本 の場 合,多 くの出版企業
で資本代替 の役割 を果 た してい る買掛 金の額 は,資 本金 に比 べて甚だ大 であ る。
買掛金 が資本 に比 べ て巨大で あ りうるの は,日 本 の出版 社 とそれ を取 り巻 く取
引先 との関係 が,共 同体 的相互 信頼 を基礎 に してい るか らである。
3)資 本 の使途
典型 的な外注産業 で ある出版企業 において は,巨 大な生産設備 も流通設備 も
自力で整 え る必 要がないか ら,出 版企業 に とって資本 の使途 は主 として在庫商
品のた めに用 い られ る。出版社 の経 営が軌 道 に乗 るため には,創 業以来蓄積 し
て きた既刊書 目が充実 し,そ の在庫 が販 売力の源泉 にな ることが必 要で ある
。
したが って出版 社 に とって既 刊書 カタ ログは その社 の名 声 を代 表 す る"の れ
ん"と 考 えてよい。資本 は このふ くみ資産 としてののれん作 りに使われ た と考
えるこ とがで きる。同様 に貸借対照表 に載 らない重要 な資産 の1つ は
,社 内訓
練 で築 かれ た編集者 や営業 担当者 の潜在 的能 力で ある。特 に 日本 で は出版 社 ス
タ ッフの移動が少 な く,生 涯雇 用 され る ことが多 いか ら,ス タ ッフ能力 は貴重
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上で出版社 の資本の主要 な使途 は,既 刊書 目の充実 であ る としたが,こ れ に
関連 して無視で きないのは資本 回転率 であ る。書籍 の生産 に要す るに仕込 み期
間 と,刊 行後販売 によって資金 を回収 す るに必要 な期間 は,投 下資本 の回転率
に決定的 な影響 を与 える。資本 の回転率が2倍 良 ければ,必 要資本 は2分 の1
で済 む とい うこ とであ る。 この回転率 に最 も大 き く影響 す るの は流通 システム
であ る。一例 として1976-一一7年度 日本 出版 産業 の財務 デー タ を表5と して掲 げ
る。 これ は年商 額 によってA(10億 円未満)13社,B(10～70億 円)18社,C
(100億 円以上)4社,3グ ループ に分類 し財務 デー タの平均 を計 算 した もので
あ21).こ のデータ を用い る と次の講 が可能 となる。








大 出版社 が豊富 な自己資産 を持 ち,き わ めて回転率 の良い売上成績 を示 して
いるの に対 し,小 出版社 は他人資本(買 掛金 と借 入金)に 大 き く依存 して回転
の悪 い出版事業 を営んでい る姿が そ こに見 えて くる。残念 なが ら比較すべ き途
上 国の財務 デー タを入手 していない。途上 国,先 進国 を問わず資本 回転率 を考
えた場合,効 率 の良 いの は売 れ残 り在庫 が最少 で済 む学校教 科書 で あ り,悪 い
のは売 れ足 の遅 い一般書 であ る。イ ン ドネシアの出版が教科書 に圧倒的 に傾 い
てい る(教 科書5,150,x.ル ピア[76.3%],一 般書1,600億 ル ピア[23.7%])の
は乏 しい資金 の中で回転 の早 い教科書 に集中す るしかない こ との表れ ともい え
よう。 イ ンフレの高進 す る途上 国で は回転 が遅 く,売 掛金の回収 に時間がかか
る一般書 の出版 は資金回転 を困難 にす る。 この ような資金 ・投資事情 の下 で は,
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出版企業 の成長 は遅 れ ざるをえない。特 に出版産 業の歴史 の若 い(バ ライ プス
カタを除 いてすべてが戦後 の設立)イ ン ドネ シアで は,出 版 社 は全体 に小規模
で ある。集 中が 次第 に進 ん でい る とはいえ,200人 以 上 の職 員 を持 つ出版 社 は
9社 にす ぎず,20人 以上 が全 出版社 の うち1割,残 りの9割 はランガ ナン関係
に依存 した生 業 としての出版 を多 く含 んでい る。
4)資 本の集 中 ・寡 占
資本 の急激 な形成 は経済成長 の要件 の1つ であ り,出 版 開発 のた めには出版
資本の拡大が必要 だが,そ の資本 が少数企 業 に過度 に集 中 した場合 には,望 ま
し くな い寡 占 ・独 占の弊害 を生 じる。市場 にお ける競争が妨 げ られ るか らで あ
る。
日本 の出版産 業 も例外 で な く,戦 後出版事業 の産業化 を通 して集 中が進 んだ。
1994年 の デー タによ る と,出 版 社4 ,487社 の うち上位5社 の売 上は,出 版 全売
上 の23・3%を 占め・ また取次虜75社 の うち最大の2社 の売上 は取 次店 全売上額
の73・3%を 占 めるに至 ってい る。 この よ うに寡 占が進 ん だた め,零 細 出版 社
や零細書店 が不利 な取扱 いを受 けてい るこ とが問題 にされて い るが,日 本 の場
合,出 版流通 チ ャンネルが一応すべ ての出版社 に対 して開かれ ている ことが,
それ で も救 いになってい る と思われ る。 日本 の流通 システムの よ うに社会的 に
公的性格 が かな り期待 されてい る場合 と異 な り,全 く市場 の論理 で構成 され て
い る途 上国出版 市場 におけ る集 中 ・寡 占のネガ テ ィブな影響 は 日本 にお けるよ
りはるかに強 い ものが ある と思わ れ る。
一 方すで に述 べた とお り
,大 出版 社 にのみ可能 なマス プロ ・マ スセール出版
が,途 上 国にお ける書籍 の価格 低下 の1つ の契機 とな るこ とが望 まれ るが,現
実 には例 えばイ ン ドネ シアで もまだ そう した価格 低下 の流通革命 は起 こってい
ない。 同国 にお ける寡 占的大 出版社 の存在 は価格 低下 に とって,む しろ障害 と
な ってい るので あろ うか。
iv.技 術 革 新
各産 業の生産 性 はすでに見 た とお り,当 該産業 にお ける資本形成 によって向
上 す る。新投 資資本 に よって,よ り性能 の よい機械 や設備が導 入 され,技 術 革
新 が実現 して生産性 が高 まるか らであ る。 そ うした科学 ・技術的発 明 ・発見 に
よって生 み出 され る新技術 を入手す るには2つ の手段 が ある。
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第1は 新 技術 の開発者 にロイヤ リテ ィー を支払 って技術 導入 す る ことであ り,
第2は 研究費 を支 出 して研究開発 を進 め,自 力で新技術 を発明 ・発見す る こと
であ る。 あ る国のあ る産業 の技術 開発費 の大 きさは,技 術 導入件数 と支 出研究
開発費額 によって量 的 に把握す る ことがで きる。
しか しそ うした新技術 の導入や開発が,そ れだ けでただち に実際 に産 業の生
産性向上 を実現す るわ けではない。生産1生の向上 は科学 ・技術 的発明 ・発見 を,
利潤 目的 で企業家 が生産 に応 用 し,経 済活 動 に対 す る物 資や動力 の新 しい組合











な どが考 え られ る。 この ような新 しい組合せ の 冒険 が挑戦 的 な企 業家 に よっ
て実現 され生産性が 向上 す る と,そ の企業 は大 きな超過 利潤 を生 み出す。やが
て多 くの後続企業 が同 じ革新 をまね し,こ うして当該産業の生産性が全般 的に
押 し上 げ られ る。
ここで重要 な ことは,そ うした新技術 と経済活動 との結 びつ きはけっして真
空の中で行われ るわ けで はな く,一一定 の社会環境 的背景 の中で行 われ る とい う
ことで ある。 したが って どの ような 目ざま しい新結合 も,そ の実現 を可能 とす
る社会的能力が不在であれば技術鞠 は定着せず・成功 し暢 ということであ
る。 そ うした社会 的能 力の例 として南 は次 の4つ を示 してい る。
1.人 的資 源 企 業者 ・技術 者 か ら労働者 まで,能 力の高 い人材 に恵 まれ
て いる こと
2.海 外 にお ける情報収集能 力 日本 の場 合具体 的 には総 合商社の存在
3.社 会 的間接資本 の蓄積一一 通 信,道 路,鉄 道,電 力等が整備 され てい る
こ とに よって,全 国的市場 が形成 され ている こと
4.能 率的 な政府,官 僚 制の存在
以上の一般的議論 を出版産業 について考 えてみ よう。 まず出版 にお ける新 し
い技術 とは何 であ ろうか。
第1は 新機械,新 設備 が代表 す るハー ドな技術 で ある。 出版 はすで に見 た と








だか ら出版産業 自体 はハ ー ドの新技術 に直接 かかわ る ことは少 ないが,印 刷産
業 や流通産 業 の技術 革新 を通 して,そ の影響 を受 けるこ とはい うまで もない。
しか し技術革新 によって印刷産業 や流通産業 に起 きた生産性 向上 効果 を各 出版
蝶 は原則 的 には平 等 に報 で きるか
25)出 版 生産内部 でハ ー ド技鱒 入の競争
は原則的 にはほ とん ど問題 にな らな い。
第2は 新 しいハ ー ドの技術革新 を多様 な社会的 要素 と組 み合わせ て,新 製 品
を開発 し,新 市場 を創造 し,ま た新 製品の新 しい生産組織 を考案 す るソフ トな
技術 であ る。 ハー ドな技術 の導入 に も多分 に社会的,文 化的 要素 がつ いて回 り
,
けっ して単純 な機械 的作 業で はないが ソフ トな技術 の開発 はむ しろ文化 ・社会
的要素 の方 に重点が あ るか ら,そ の導入 は きわめて困難 といわね ばな らない。
具体例 を示 す と,近 年 のカ ラー印刷技 術 の進歩 に よって,カ ラー印刷 の質 が
向上 し,コ ス トが低減 した。 そ こで カ ラー頁 を豊 富 に使 った ビジュアル な書
籍 ・雑誌 の出版 が急激 に拡大 した。 そ う した新 しいスタイルの製品 を出版 しよ
うと考 え る途上 国の出版社 には次 の2つ の方法が ある。
1.先 進国 の出版社 か ら,翻 訳 ・翻案 の権利 を買い取 り,提 供 され た ノウハ
ウを用 いて製作 す る。
2.先 進 国の先例 を模倣 す るな り,あ るいは独 自の創案 で製品 を開発 す る。
出版 の世界 で は模 倣出版 は 日常茶飯事 であ る。書籍 の価値 は そ こに盛 られ た
斬新 な思想 にあ るが,こ れ はコロ ンブスの卵 で,ひ とたび発表 された後,そ の
まね をす る ことは大変容易 で あ り,ま た倫理 問題 は別 として合法 であ る。 だか
ら出版産 業 にお ける ソフ ト技術 の結果 としての新製 品,新 市場 ,新 生産組織 に
おいて は創案者 としての威信 は残 って も独 占自体 は永 くは続 か ない。
いずれ にせ よ,出 版 の世界 に とって新製 品の開発,新 市場 の創造 は 日常的活
動 その ものであ り,そ こで はハ ー ド技術 の革新 は相対 的重要性 しか持 っていな
い。 む しろ出版産業 の重 要テーマ には,例 えばハー ドとソフ トの両面 を含 む一
大改 革 としての出版流通 システムの再構 築が あ る。 流通 システムの改革 は,も
っぱ ら人 間的,社 会的,文 化 的要素 が中心で あるだ けに,そ の実現 は きわ めて
困難 で あ る。途 上国 出版 産業 にお い て どの よ うな技 術 革新(設 備 投 資 を含 め
て)が 必要 かを見 るため,以 下,マ レー シア にお ける書籍 高価格 の要因分析 デ
ー タを利 用す る。
まず マ レー シア(1990年)の 書 籍 に対 す る経 済的 ア クセ ス率 は,日 本 の42
倍高 い(悪 い)。 本来 あるべ き価格 よ り4.2倍 高 い こ とを意味 す る。 このアクセ













で あ り,マ レー シア書 籍 の価 格 を高 くして い る最 大 の理 由 は,製 作 コス トで は
な く,む し ろ流 通 費,一 般 管理 費 で あ る こ とが わ か る。 こ こで さ ら に,製 作 コ












で あ る。保護貿易 に よって護 られた国内製紙 会社の独 占的料金の被害 を こうむ`16}
ってい るこ とがわか る。
こう して見て くる と生産性 を高 め,書 籍価格 を低下 させ るため に第1に 取 り
上 げるべ きは,流 通費や一般管理費 の効率化 であ り,製 作 コス トの中で は用紙
代が問題 であ る。 しか しこれ ら流通 費や一般管 理費の生産性 向上 は,技 術革新
された設備投資 のみ によって実現す る もので ない ことは明 らかだ し,用 紙代 の
高 い理 由 も製紙 技術 の問題 とい うよ りは,保 護貿易 とい う経済政策上 の問題 で
ある。
流通 の生産性 向上 の最大 の問題 は社会資本(イ ンフラス トラクチ ュアー)の
充実 であ り,ま た流通 システムの整備 とい う,よ り組織論的 な問題で ある。 こ
の ように機械設備 にお ける技術革 新 よりも,出 版産業 に とって重要 なのは ソフ
トな技術 革新 で ある。 出版 企業 は常 に新 しい市場 を目ざして新製 品 を開発 し,
そ こへの流通の ために新 しい産業組織 を編成 す る。 そ う した新 しい技 法 は自国
の独 自の環境 に合 わせ て企画 されね ばな らない。すで にマ レー シア の例 で見た
とお り,途 上 国出版産 業の効率 を阻害 してい る最大 の癌 は流通問題 である。例
えば全 国 を統合 した書 籍流通機 構がで きれ ば,書 籍市場 の拡大,書 籍 の価格 の
低 下,よ り多様 な書籍の出版,と い う望 ましいサイ クルへのベ ク トル を与 える
ことになろ う。 しか しソフ ト技術 に よる開発 が成功 す るため には,ハ ー ド技術
の場合以上 に社会的能力 に依存 す る ところが大 きい。 しか もその社会的能力 を
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整備 す る ことは,ハ ー ド機械 を輸入 す るの とは比 較 にな らぬ困難 な作 業 なので
あ る。 この場 合,社 会的能力 とは例 えば,
(1)出 版者,編 集者,販 売係,デ ザイナー,等 々の人材養成
② 全国市場 の形成 を可能 にす る ような社会的 間接 資本,す なわ ち電気,通
信,道 路,鉄 道,舟 運,学 校 教育,国 語 の成 立,図 書 館 の全 国 的普 及,
等々
(3)能 率的政 府 ・官僚制 の存在
な どであ る。
V.国 際 関 係
本稿 では これ まで途上 国 にお ける出版 産業 の問題 を国際関係 を捨象 して純 国
内経済 として考察 して きた。本 章で は次の ステ ップ と して途 上国の出版産業が
国際関係 に巻 き込 まれ た場合 の問題 を,国 内型出版産業 モデル との相 関 におい
て考察す る。
1.商 晶 と しての 書 籍 の 国 内性 と国 際性
書籍 に盛 られた メ ッセー ジには,全 く普遍 的な もの もあるが,大 部分 は国内
的 な ものであ る。純粋 な科学知識 は別 として,人 間の思想 ・思考 は一定 の環境
を前提 に した もので,風 土性 を免れ ないか らであ る。 その意 味で は,書 籍 は本
来文明的で ある よ り文化 的で ある ともいえ よう。 したが って,書 籍 は自国 の市
民 によって書かれ た もの を自国の言語で読 む とい うのが基本 的な姿で ある。全
世界弊 見て年姓 産 される書籍のうち・貿易樋 して外国に輸出されるのは
約10%に す ぎない ことをみ て も,書 籍 の生 産 が圧倒 的 に国内 市場 向 けに行 わ
れて いる ことが明 らか であ る。
この よ うに出版 は障壁 としての各 国の固有文 化 と,固 有言語 に守 られた 自己
完結 的な産業 で ある ことを本態 としてい る。例 えば日本 の出版産業 に とって輸
入外 国書 は,全 出版販 売の1%な い し2%の 範 囲 にす ぎない。 しか も輸 入書 は
学術 書籍 が主体 で,日 本 での競争的商 品 を持 たない特定マー ケ ッ ト向 けの もの
に限定 され るか ら,国 内繊版 に対す る影響 は きわめて限 られ てお り,日 本 にお
ける書籍 出版 の経済 的考察 に際 してはその存在 を無視 して もほぼ差 し支 えない。
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2.書 籍 の 貿 易
これ に対 して例 外的 に,輸 入書 との関係が国 内出版産業 に とって大 きな問題
を提起 す るケー スが2つ あ る。1つ は同一言語,同 一文 化 を持 つ2国 間で中心
国か ら周辺国へ書籍が流入す るケースであ り・第2は 臨 の融 濾 及を完成
していない途上国 に対 して旧宗主 国か ら書籍 が流入す るケ ースで あ る。
第1の ケースの例 は,ア メ リカか らの書籍流入 に対抗 し自国 のアイデ ンテ ィ
テ ィ維持 に苦労 してい るカナダやオー ス トラ リアであ り,第2の 例 は,ア メ リ
カ書籍 の流入 に圧倒 されて 自国 の出版産業 の確立 に苦 しむ フィ リピンで ある。
フィ リピンは,例 えば1990年 に47億 ペ ソの出版総売上(こ の場 合雑誌 も含 む)
を示 し,出 版 支 出率0.428%(書 籍 のみの支 出率O.33)と 先進 国並,あ るい は
それ以上の経済的犠牲 を払 って書籍 を生産 ・消費 してい るが,総 消費 の半分以
上 の25億 ペ ソが輸入書 であ り,そ の影響 によって書籍雑誌 の平均価格 は所得対
比 で 日本 の10倍 も高 くな ってい る。結局 フ ィリピン人が最終的 に入手 しうる書
?9)
籍 ・雑誌 の数 は日本人 の10分 の1に す ぎないのであ る。
国際経済 学 は比 較優位 の原理で,最 も経済的 に安価 に生産 し うる地域 にその
生産 を委せ るのが,自 由主義的世界経済 の究極 の理想型 であ る としている。 し
か し書籍 は上述 の とお り普遍的 な商 品で はない。 自国の文化伝 統 に根づ いた書
籍の代わ りに,輸 入書 ばか り読 んで済 ますわ けにはいか ない。 アイデ ンテ ィテ
ィが確立 されず,国 家 の統合 は失われ るだ ろ う。
3.翻 訳
同 じ外 国産 の メ ッセー ジを導入す るに して も,翻 訳 の場合 は問題 ない。人間
の知識 の生産 は平等 に人 口に比例 す ると考 えて よい。特 定の民族,国 家だ けが
特 に知識生産 に強 いわ けではない。 国の経済力 や知 的環境 が より知的生産 を刺
激す るだけで あ る。 とい うわ けで全人類 の知識 生産 の中で 自国民が担 当で きる
のは,本 来人 口比率 に よるか ら,日 本 で あれ ば全世 界 の50分 の1(60億 人 中1.2
億人〉 の知的貢献 をすれ ば,平 均 的義務 を果た した ことにな る。実際 に は日本
は世界 の1割 国家 といわれ,経 済 活動 にお いて もまた知 的生産 において も10%
程度 の貢献 を果た して いる ことが多 い。 いずれ にせ よ,各 国が 自国民 の知 的活
動 によって創 造す る知識 は人智 の中の小 さい部分 であ り,残 余 につ いて は外国
人 の貢献 に依 存す るのが本来 の姿 であ る。 したが って それ らが異言語 で発表 さ
れ ている場合,自 国語 への翻訳 が必 要 となる。翻訳 は外か らの知識 ・情 報 の取
り入れ 同化過程 として,重 要な作業 であ る。ただ し世界 の実際の書籍翻訳 の流
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表61977年 の世界翻訳 出版(ど の地域 が どの地域 か ら訳 した か)
翻訳書の源泉
となった地域






















計 41.99 521 7,727 50,047
(出典)箕 輪 『国際 コ ミュニケー シ ョンと しての 出版』104頁 。
れ はけっ して双 方向的で はな い。文 化的高圧 の西洋先 進諸国か ら,文 化的低圧
の非 西洋諸 国へ の一 方的 な流れ となって い る。 その実 態 は上 の表6の とお りで
あ り,国 際 コ ミュニ ケー シ ョン上 の大問題 で あるばか りでな く,特 に途上国 に
とって は経 済的 に も過重 な負担 とな る可能性 が ある。
出版産業 の経 済か らいえば,出 版産業 は外 国 に著作権 料(副 次権使 用料)を
支払 うだ けで,生 産,流 通 に関 しては一般 国内書籍 と全 く同 じだか ら,出 版産
業育成 の上 か らも全 く問題 はない。 ただ し途上 国の場合,原 出版社 か らの著作
権料 の要求額が禁止 的に高い場 合が あ り,活 発 な翻訳 ・復刻 出版 を妨 げ るこ と
があ
30)。フ ィ リピンの ように強制許 諾制度 に よって この問題 を回避 してい る例
があ る。
ユ ネス コは思想 の 自由な流 れ を確保 す るた めにフロー レンス協定 を成 立 させ
てい る。翻訳 出版 の推進 のた めには よいが,フ ィリピン出版産業 が訴 えるよ う
に,輸 入書籍 に は税 がかか らないのに,国 内出版 者が書籍生産 のため に輸入 す
る用紙 には税が かか り,不 公平 な競 争 を強 い られ る とい う矛盾 を露呈 す る こと
に もなる。
著 作権 思想が定着 したの はそ う古 い ことではない。 そ して国際著作権条約 の
成立 はさ らに最近 の出来事 であ る。 元来 ヨー ロ ッパ先進諸 国の間の慣習 として
定着 す るに至 る まで,著 作権 の保護 は国際間 において守 られ る ことが な く,米
英両 国相互 に盛 大 な海賊版行為 を重 ねた ことは歴史的 に有名 な事 実で ある。本
来平等 な開発度 に達 してい る諸国間 に,互 恵的 な取扱 い として始 まった国際著
作権 の尊重 を社 会発 展の歴史的進行 を異 にし,異 なる開発度 にあ る国々の間 に
適用 する こ との無理 は容 易 に想 像 しうる ところで ある。た また ま先進 諸国 にお
ける出版産業が私企 業 として営 まれ てい るため,著 作権 の副次的諸権利使 用 に
対 す る代価要求 は私権 の保護 とい う建前 か ら,利 用者の如何 を問 わず一律 に課
され る ことにな る。 そのため,一 方で途上 国の社会 開発 を援助 しなが ら他 方で
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は翻訳権料 に よって同 じ途上 国の出版 開発 に足 かせ をはめる とい う矛盾 に陥 る
のである。
4.多 国 籍 出版 社
上述の とお り本来,国 内向 けのメデ ィア として生産 され る書籍 で はあ るが,
世 界 のグmバ ル化が進 む中で普遍 的問題意識 の共有 が進む と共 に書 籍 は次第
にその国際流通性 を増 してい る ともい える。
その ような状況 を背景 に学術情報伝 達のた めの学術書籍や,政 治的 コ ミュニ
ケー シ ョンのための時事 出版,ま た大衆文化 の普遍性 を背景 に した文芸 ・娯楽
出版 な ど,各 種 の 出版領 域で世界 の主要 出版社 はその活動範 囲 を世界大 に拡大
しつつ ある。多国籍 出版社 の誕生 であ る。1例 としてブ ラジルへのア メ リカ多
国籍 出版社 の進 出を見 よう。
表7ブ ラジルの人 口,就 学人 口および所得の拡大
年 総人 口 小学生数 中学生数 大学生数 年
1人 当た り
国民所得
万人 万人 万人 万人 USド ル
laao 1,743 63 3 0.6 1965 282
1920 3,063 178 5 1.3 197 501
1940 4,116 306 17 1.8 190 x,977
1950 5,197 435 43 4.3 1988 2,184
196Q 7,011 747 86 9.6
1970 9,234 x,281 305 43
1972 1,408 446 6y
109
表7に 見 る とお り,ブ ラ ジル は第2次 大戦後 人 口が急増 し,ま た教育が急速
に拡大 した。 こうして有望 な出版 市場 を形 成 しつつ あったブラジル に,1960年








ブ リタ ニ カ社
ワ イ リー 出版 社
マ グ ロ ー ヒル社
ホ ル ト ・ソー ンダ ー ス社
バ ー一パ ー ア ン ドm社
プ レ ンテ ィス ホー ル 社
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ア メ リカ出版 社 の進出 が ヨー ロッパ 出版社 に比 べ て遅れ たの は,ブ ラジル に
は当時書籍輸入 に対 す る補 助金制度 があったか ら,ブ ラジル国 内の安 い労働 力
を使 って安 く作 らな くて も本国の書籍が売れ たためであ り,補 助 金が な くなっ
たあ とで も香港や イ ン ドで作 った廉価版 を売 る方 がブ ラジルで生産 す る よ り妙
味 があ ったか らで ある。
や がて英語本 の廉価版 を輸 出す る方法 では,こ の巨大 なマ ーケ ッ トを利 用 し
切れ ない ことに気 がつ いた アメ リカ多国籍 出版社 はi前 記 リス トのよ うに次 々
とブラジル に上陸 しs英 語 による現地 生産 を始 める。
その際商品 となるの は,大 学教科書 しか も文化 的社会的背景 の差 に影響 され
ることのない 自然科 学や技術,技 能的 な科 目の教 科書 で ある。前記 リス トに見
るアメ リカの出版社 が,い ずれ も自然科学出版社 であ る ことは見事 に この こ と
を立証 してい る。… 方,小 中高の教 科書 につ いては,1国 の教育 の根 源 にかか
わ る出版物 で あ り,廉 価 でな ければな らないか ら,ど の国 で も自国生産 を指向
してお り,多 国籍出版 社 といえ ども簡単 には この領域 に入 り込 めない。
次 の段階 で多 国i籍出版社 は翻 訳 によ る現地語版 の出版 へ と進 む。高等教育 に
お ける自国語化 が次第 に進 む中で,英 語版 の販売 が次第 に制約 されつ つあ るか
らで ある。例 えばマ グロー ヒル社 は1980年 代半 ばには,ス ペ イン語 で数百点 の
翻訳 を出版 して いる。
一般 に多国籍 出版社 は
,次 の よ うな段階 的戦術 を とりつつ途上国 出版市場 へ
進出 す る。
第1段 階 輸 出 本 国で出版 した書籍 をその まま輸 出す る。
価格 が高 いの であ ま り大 きな市場 は望 めない。 また相手 国の輸 入制限,
外 貨割 当,煩 瑠 な輸 入手 続,流 通 システ ムの不 備,売 掛 回収 の不確 実性
等 々,限 りな く多様 な困難が伴 う。 多少 の値 引 き輸出 を して も元 の定価 が
高 いので,効 果 はない。
第2段 階 国際学生版(廉 価版)の 出版
輸 出用書籍の コス トを下 げ るため,生 産 コス トの安 い外 国で印刷 した廉
価版 を輸 出す る。書籍 の内容 は元 の ままで ある。
第3段 階 ア ジア版
国際学生版 のアイデア をさ らに徹底 す ると共 に,途 上 国向 け輸 出に伴 う
前掲 の諸制約 の煩 を避 けるため,出 版 責任 を他 国出版社 に委譲 し,低 価格
の アジア版 を出版輸 出 させ,多 国籍 出版 社 は ロイヤ リテ ィーだ けを受 け取
る。 この場合 に も出版 内容 は元版 の ままで ある。
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第4段 階 現地子会社 の誕生 と現地 向 け修正版
多 国籍 出版社 は第1段 階か ら第3段 階 に至 る営業活動 のた めに,販 売担
当者 を現地 に派遣 した り自社 社員 また は現地人職員 を駐在員 として常駐 さ
せ,あ るいは現地 の企業 に代行 を委託 した りす るが,さ らに強力な活 動 を
展開すべ き相手 国に は子会社 を設 ける ことにな る。現 地多国籍 出版社 の誕
生 であ る。現地子 会社 は単 なる廉価 版 を超 え,現 地 に適応 した内容 の修正
版 を出版 し,そ のた めに現地の著者 を動員 す る。 こうして,出 版 された も
のは親 会社の多国籍 出版者 が持 つ流通 チ ャンネル を通 して,別 の途 上国 を
含 む世界大 の販路 に輸 出 され る可能性 を持 つか ら,現 地 の著者 に とっては,
自国の出版社 か ら出版 す る より魅 力的 であ る。
一方,ア メ リカの多国籍出版社 に とって,現 地子会社 がで きる ことは好
都合で ある。彼 らは多国籍企業 が一般 に採用 す るマー ケテ ィング戦略 を踏
襲す る。 まず現地子会社 に本社 か ら供 給す る商品,資 材,サ ー ビス,ロ イ
ヤ リテ ィーの移転価格 を操作 す ることに よって,最 大利潤 を実現 で きる。
特 に対 象国が厳 しい外貨 統制 を実施 してい る場合 な どに有効 で ある。第2
には,本 国 内の税法上適用 され る輸 出企 業優遇 制度 を利 用す る ことに よる
節税で あ る。他方,進 出先 の選定 に関 して多国籍出版社 は多 く選択 の余地
を残 してい る。労働 コス ト,外 国企業 に対 す る規制 の緩 やか さ,外 貨規制,
課税,そ れ に該当国の市場 としての大 きさが評価 され る。 もち ろん政治的
安定 のある国 ・地域が望 ましい こ とはい うまで もない。
第5段 階 翻訳 出版
高等教育 の 自国語化 の動 きの中で,多 国籍 出版社 はマイナ0な 言語 への
翻訳 について は,当 該 国 の出版社へ翻訳権 を売 るがyス ペイ ン語,ポ ル ト
ガル語の よ うな主要言語へ の翻訳 は,子 会社 で出版 す る。
第6段 階 グ ロー一バ ル出版,共 同出版
世界が単一 の共通文化 に収 敷 しつつ あるか に見 え る国際 コ ミュニケー シ
ョン時代 にお いて,多 国籍 出版社 の活動 の場 は 日々拡大 してい る。 い まや
多国籍出版社 はその巨大 な資本 力 と企画 ・編集 力 と,世 界 大 に展開す る流
通 ネ ッ トワーク を動員 して,世 界大 のマーケ ッ トを相手 に出版 を構想 しっ
つあ る。 グ ローバ ル出版 で ある。 その変種 として,多 くの図版 を含 む高価
本 を数種 の言語で それぞれの国 の出版社が分担 出版 す る共 同出版 もまた,
多国籍 出版 社の常用す る有力 な1つ の戦術 であ る。
さて,こ の ような段階 を経 つつ出版活動 を展開す る多国籍 出版社 は,進 出先
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途上国 と現地 出版 社 に どの よ うな影響 を与 えてい るの であ ろうか
。 シェ リー.
ケ イ ス(She「 「yKeith)は ラ 福 ア メ リカ に お け る ア メ リカ多0出 版 社 の影
響iを論 じて次の よ うにい って い る。
ブ ラジル を含 むラテ ンアメ リカ諸国 の出版 は一般 に未成熟 であ る
。特 にブラ
ジル の場合,ポ ル トガルの植 民地政策 の結果,地 元 の出版文化的伝統 が ご く最
近 まで きわ めて弱体 であ った。
そ う した出版 業界 に,世 界最強 を誇 るア メ リカの巨大 多国籍 出版社 群が参入
す る ことが何 を意味 す るか はい うまで もない。 多国籍 出版 社 が参入 す る科学教
科書出版 では地元 出版社 は全 く対 抗で きない。多 国籍 出版社 は地元出版社 を全
く無視 し競争相手 として見ていないので ある。
自然科学以 外で も,多 国籍 出版 の手 が ける領域 で は,地 元 出版社 が排 除 され
る ことを意味 す る。 そ う した領域 では地元 出版社 ヘポル トガル語へ の翻訳権 を
与 える ことさえ しないのだ。地元 出版社 が 出版 で きるの はy収 益的 に引 き合 わ
ないため多国籍 出版 社が手 をつ けよう としないマ ージナルな領域 だ け とい うこ
とにな る。
国内流通 システムのあ り方が,ま た多国籍 出版 にのみ効 果的 に働 く。強大 な
資本 と編集 力 を持つ多国籍 出版 のみが,ま た,有 効 な流通 システム を建設 ・維
持 で き,地 元の弱小 出版 社 にはそ うした流通 システム の恩恵 は及 ばな い(大 小
すべ ての出版社 に一応 は平等 にサー ビス提供 す る ことを前提 とす る日本 の出版
流通 システムの ような もの は,全 く存在 しない)。
未 分化 の流通体 制 の中では,強 きはます ます強 く弱 きは ます ます弱 くな るよ
うに力 が作用 す る。
著者 もまた地元 の弱小 出版 社 よ り多 国籍 出版社 のため に執筆 す るこ とを希 望
す る。 自国出版 社 の発展 に特別 な関心 を抱 く愛国者 でない限 り
aよ り多 くよ り
広 い範 囲の読者 を期 待 で き,印 税 も高 い多国籍出版社 の方 を優先 す るだ ろ う
。
出版社 に働 く者 も同 じだ。多国籍 出版社 の方が給 料 もよ く,仕 事 に幅 があ り,
外国 に も行 ける。 だか ら優秀 な職員 は多国籍 出版社 に集 まって しまう。 こう し
て多国籍 出版社 の進 出は,地 元 出版社 の育成 に とって全 く否 定的 な影 響 を及 ぼ
す こ とは明 らかで ある。
これ に対 し多 国籍 出版社 側の主張 は,そ の進 出が地元 の人 々に出版,編 集,
流通 の訓練 の機会 を与 えるこ とになる,と い う ものであ る。 しか し,こ れ は俄
か に信 じ難 い。 多国籍 出版 の経験 はその まま地元出版 に適用 で きない し
,む し
　　
ろ適用 すべ きで ない側面 を多 く持 ってい るので あ る。
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上記 の とお り強大 な多国籍 出版 社の前 に地元 出版産業 は全 く抵抗力 を持 って
お らず,多 国籍 出版社 の活動 が地元 出版社 の営業 の機会 を奪 ってい る ことは明
らかで あ る。 それ はまた国内著者 の成長 を妨 げる方向 に作用す る。一方,大 学
生 を中心 とす るブラジルの将来 のエ リー ト層 は,ア メ リカ製 の教科書 を用い る
ことによって,ア メ リカへ の文化的従属意識 を知 らず知 らずの うち に育 て られ
てい ることにな る・論 とその中 にこめ られた購 と劉 っ してニ ュー トラル
な もので はな く,見 えない国旗 を背負 っているの であ る。
VI.出 版 に対 す る政府 の関与
II章 で は,出 版産業 の発展 はその根底 に出版産業 の内発 的努 力がな けれ ば実
現 しない ことを見て きた。 出版 開発 に対 して政府が な しうるの は副次的 な誘引
を与 えた り,環 境 を整備 す る程度の ことで あ りiそ れに過大 な期待 を寄 せ るべ
きで ない とい うことで ある。 しか し政策 としての出版 開発 を考 える場合 には,
政府 を無視 す るこ とはで きない。政府 は出版産 業,民 間諸財 団,出 版開発関連
諸組織 と共 に出版 開発 にかかわ る重要 なア クターで あ ることは確か なのだか ら。
本章で はそ うした政府の 出版産業へ の関与 の一般 的な システム と,若 干の国
で進 め られてい る 「国家 図書 開発基本法 」(NationalBookPolicy)の 実態 に
っいて確認 してお こ う。
かつて外交 ・防衛 を主 な任務 とした小 さな政府 は,現 代 で は経済活動 を中心
とした国民 の全生活 に対 し,広 範 かつ深甚 な干渉 を行 うぼ う大 な=機構 と変貌 し
た。資本 主義 の活動 を放 任 して おいて は,「 市場 の失敗」か ら重大 な障 害が 国
民生活の上 に生 じ,国 家の安全 さえ も脅 かす に至 る とい う認識 か らであ る。 そ
うした政府 の干渉 の下 に成立 してい る今 日の経 済 は混合 経済 とも呼 ばれて いる。
政府(行 政)が 政 策立案,施 行 によって民間経済活動 の欠陥 を補正す る 目的
は3つ ある。(1)所得の再分配,(2)経 済安定,(3)資 源配分 であ る。 この うち はじ
めの2つ はマ クロの予算編成 に よって実現 が図 られ,3番 目は ミクロの予算編
成 に よって実施 され る。 出版 開発 は ここで は ミクロの政策領域 の問題 で ある。
さて,国 民の経 済活 動 に対す る ミクロ経済的 な政府 の干渉,す なわち行政 の
主た る手段 は規制 と給付で あ る。規制行政 は主 として法律規制 によって,社 会
の成員間 に委 せておいて はうま く処理 で きな い公共問題 を公平 に解決す るた め,
強制 力 を行使 して成 員問 に生ず る利害対立や紛争 を調整 し,社 会 の秩序 を維持
す るもので ある。 このた め政府 は国民 に特定 の責務 を課 した り権利 に制 限 を加
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え る・外部不 繍 に対 す る対処 や市場 メカニズ ムの欠陥 を補足 す るな どが その
具体 例で あ る・ 出版 開発 に即 していえ1ま藩 作樒 ポル ノ規制
,出 版 の 舳,
教科書検 定 といった問題 がその具体 的 な例 で あ る
、,
これ に対 して給付行政 はサー ビス行政 と も呼 ばれ
,資 源(予 算)の 配分 によ
って民 間活動 を助 成 した り,民 間活動 の不足 を補完 す るため政府 みず か ら乗 り
出 した り・民 間活 動 によっては本来対処 しに くし欄 を政府 が担 当 して行 うケ
ー スで ある
・ 出版 開発 の例 でい えば・学術 書刊乎拗 成金 や翻 訳出版 助成金 の給
付 な ど眠 間活動 の助成 の例 であ り,途 上 国 に例 を見 る政舶 ら教 科書出版 を
全面的・部分 的に担 当す るケー スは民間活動 の補 完であ り
,本 来政府 自身 の責
任鯛 拷 え られ・民間活動 で は対処 しに くい活動 の政舶 身 による担当 の例
として官公庁 出版物 の刊行,広 報 出版 な どが考 え られ る。
こうした規 制行政 や給付行政 が単 なる思 いつ きで
,一 貫 した長 期的展望 もな
しに実施 されたので は,大 きな効 果 は期待 で きな い
。 そ こには よ く考慮 された
系統的 な政策 出版 の場合 でい えば出版 政策が な くて はな らない
.出 版 は多様
な社会 的関連 を持つ複雑 な活動 であ り,そ う した諸関連 において矛盾 す る こと
の ない政策 の選択 のため には長期的展望がぜ ひ必 要 にな るか らであ る
。
しか し現 実 には1国 の出版政策 が確立 して いる例 は全 くない
。 若干の途上国
において,図 書 開発 基本 法 といった形 で大 まかな出版 開発の理念的根拠 が政策
的 に翻 され ているだ けであ る・その場合 に も基本法 は
,理 念の提示以 上の戦
術 や計画 を持 って いないのが実情 であ る。
それ では出版政策 が多 くの国で無視 され て きたの はなぜで あろ うか
。先進諸
国の場 合・ 出版 活動 は古代・ 中世以来 内発 的発展 の永 い伝統 を持 ってお り
,近
代化 の過程 でaに 出版 活動 鰹 ん にす るための政策 が な くて も
,自 然発生 的
に開発 が進 め られ たか らであ る・ む しろ政府 の目は潜 論 の弾圧 等 出版 の取
締 りの方に向 け られ ていたので あ り,出 版産業 の開発 はそ うした圧力 をはねの
ける内発的 な力 に よって実現 した もので ある。一方途上 国の場 合,政 府 に とっ
て緊急な政策課題 が山積 み され てお り
,出 版 開発 はそれ ほ ど優先 的な課題 とは
考 え られ なかったためであ ろう。
次 にそう した行政 の政策実現 は どの よ うなメカニズム を通 して行われ るか を
見 てお こう。行政 が国会 による法律制定 を権力 の根 源 としてい るこ とはいう ま
で もな い。 さ らに行政 は法 の委任 によ り自 ら命令 を規定 し
,ま た実施上 の必要
のた め,(1)訓 令,通 達,(2>告 示(基 準 を示 す)
,(3)要 綱(指 導 方針 の明 示)な
どを定 める。 さらに 日本 の場 合,行 政上大 きな影響力 を発揮 してい るのは 「行
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政指 導」で ある.行 政指靴 は 「T7政機関 がその任務 の鯛 内で・一 訓 テ政
目的 を達成 す るため,特 定の都 一 定のイ乍為 ・不作為 を求 める指導渤 告勘
言,そ の他の行為で,処 分 に該 当 しない もの」 と定義 されてい る。
この ように本来法 的拘束 力のない窓 口による指導,勧 告,助 言が実際 に は命
令,強 制 にな る ところに,行 政 の大 きな影響力 が現 れてお り・ その官僚 制が健
全 さを失 う場合 には 「政府 の失敗 」 として社 会 に大 きな轄 を流す こ とにな る・
_方 ,行 政 は法令 によって与 え られる権程艮に基 づ き・許可認 可 ・免許 な ど国
民に利益を与えた り・臥4)恥 肖し漂 止など国民に不利益を与えることによ
って行 政処分 を行 うので あ る。
政策 の成否 は2つ のvベ ルが これ にか らんでい る・第1に 政策 自体 の当否 で
あ り藻2は 政策 実施過程 において官僚 の果たす機能 の適否 であ る・ 出版 開発
に即 して い うな らば,第 ・の点,政 策 自体 の当否 につ いて はすで に見た ように・
データ と理論研究 の不在 か ら,実 現 目標 も実施計 画 も存在 していないのだか ら,
当否 を論 ず る以前 の段階で あ る識 者 のい う とお り出版 開発政策・図書開発政
策 は きわめて幼稚 な源 初 的段 階 に とどまって い るので ある・ そ こに は優先lt頂
序の確認 もな く手 段の選択 もな く渓 施手続 きもな く諏 り上 げるべ き問題 が
総花式 に羅列 され るのみであ る。
第1の 点,す なわ ち前提 となる,,..Y・的,科 学 的政策 の立案 が欠 けてい るのだ
か ら,第2の 点 については問題 にす る余地 はないが・仮 に立派 な政策力減 立 し
た として も,実 行 の段 階で,官 僚 の無能力 やサ ボター ジュ,自 己愛 な どか ら,
政策が歪 め られ る危険性が甚 だ大 であ る・ だか ら政府の干渉 はで きるだ け ミニ
マムに とどめ るのが理 想で あ り,過 剰 な干渉 は政府 の失敗 を増幅 す るのみであ
るA
これ まで途上 国の図書 開発 が しき りにいわれ なカaい わば掛声 ばか りで実
効性 の ある政策や計 画が,体 系的,継 続的 に取 り上 げ られて こなか ったの はす
で に述べ た とお り,第 三世界 の政 府 に とって図書開発 よ りもいっそ う緊急 なプ
。グラムがA押 しに並 んでいたた めで もあ る.し か し図書 開発 に対 し・政府
と民間 の大 きな努力 が払 われた場合 に も,必 ず しも目ざ ましい進歩が見 られ な
か ったの は,図 書開発 に対 す る合理的 な政策 の欠如が大 き く影響 してい るだ ろ
う.も し,図 書開発 が膿 に実現 すべ きで あるな らば・ そ こには確立 された 目
標 と,そ れ を実現 す るための具体 的図書開発政策 とその実施計画 がな くて はな
らない はずで ある。 しか し現実 にはそ うした図書 開発計 画が設定 された例 はな
いのであ る。
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こうした系統的政策 の欠如 に対 し警告 を発 し誠 文化 された 「国家 図翻 発
政策(基 本 法)」 の樋 を熱心 にr・iし て い る組 織 の1つ が二
_デ リー に本
拠 を置 くア ブ・一ア ジア図書騰 会(AFR・ -ASIANB。 。kC。uncil)で あ る
。
この協議会 が1993年 ユネ ス コ とAPPREB(ア ジア太平 洋地域講 縫
.図 書
開発協力緬)の 後援 の下 に・ニ ューデ リーで催 した地鵬 門家会議 「各国の
図翻 発膿(基 本 法)と 図翻 発臆 会 につ いて」 の報 告書 はF
ormulating
theNationalBookPolicy:NeedandGuidelinesと して1994年 に出版 され
てい
る。
このテーマで出版 された おそ ら く世界 で初 めての報告書 と思わ れ るこの本
は,
図醐 発r,.と そのr・r実 施機 関 としての図書 開発騒 会 が
,図 翻 発 の現状
の中でなぜ必 要で あ り・ いか な る役害叫を果 たすべ きか
,ま たいかな る課題 が取
り上 げ られ るべ きか・等 を示 していて,大 変有益 な文書 となっている。
しか しこの報 告書 でアブ0ル ・ハサ ン(Abu1Hasan)氏 が書 いて い るよ う
に,各 国 はそれ ぞれ 自国の当面す る独 自の環境 の下 で図書ニー ズに応 え るため
に・ 鮪 の途 を発見 しなけれ ばな らなし・ので あって
,そ の ままコピ_す れ ばよ
いモデルが存在 す るわ けで はないのであ る
。
その意 味 で この会 議 に お け るバ ン グ ラ デ シュ代 表 ア ー メ ド(Mohiuddin
Ahmed)氏 の報告 は甚 だ適切 であ る
。彼 は行 動計 画 として次 の よ うにい って
いる。
「〔図書 開発政策(基 本法)〕 は当該 国で図翻 発 のた めに実施 され るべ き
すべ ての プ ログ ラム に対 して・基本 的原則 を示 す ものであ る.し たが って書
物 の生産.流 通 に関わ るすべての事柄 が そ こで1ま櫨 され ねばな らない
.と
ころが 出版産業 に関す る信頼 でき る情報や データ は甚 だ し く欠 けてい る
。 し
たが って関係 各方面 か ら情報 や意見 を集 める努力が必要 であ る
。 そのた めに








既 発表 の情報 とデー タを集 め る こと
各組織 の もつ未発 表の情報,デ ータ,記 録 を集 め ること
ケ0ス スタデ ィを実施 す る こと
ア ンケー トや実地調査 に よって情報 を集め る こと
鰭 や業界 の専 門家 また'一":関 か ら直接報 告 を求 める こと
(以下 略)」
彼 は また別 の ところで こう もいって し・る.に のバ ング ラデ シュ図書 開発
政策(基 本法)案 草稿 は各小委員 会の勧告 を もとに ま とめ られ た
.草 案 と り
出版開発の経済学163
まとめのた めに作業部会が必要 とした援助 は・fング ラデ シュ全 国図書 開発 セ
ンタ_か ら得 られた.し か し信頼 し うる情幸侵や デー タの欠落が・妥 当に して
科学 的 な図翻 発政策 を形成す るうえで重大 なハ ンデ ィキ ャップ となった・
基本的 デ_タ を欠いた まま形成 され るr図 書開発政策』が・有効 な政策 た り
得 ない ことは明 らかだが,他 方 そ う したデー タベ ー スは・r図 書 開発政 策』
を実行 す るこ とな しに生 み出す ことは不可能 なので ある・我々 は各関係方面
か ら情報 を引出す ことに最善 の努力 をつ くした・ そ してそ うした情報 を もと
に この政策 案 を作 った ので ある.し か し実際 には この法案 は(デ ー タで な
く:鞘 註億 見の聴取,鱒 の鞭 薄 門的嚇 それに常識といったも
のに依存 して得 た結果 た るに止 まってい るので ある。」
ア_メ 眠 の指摘 は重要で ある.図 書開発 のための実効性 のあ る政策 はデー
タな しに策定 す るこ とはで きな い.い わ んや 図書 開 発実施 のた め の開 発 「計
画 」が,そ の ようなデー タな しに組 めなレ・ことはい うまで もない・ しか し必 要
なのはデータだ けではない。「図書 開発政策 」が単 なるマニ フ ェス テー シ ョン
か ら抜 け出 して有効 な もの となるた め1こは,デ ータの翻 ・比軸 分析 哩 論
化 の上 に,我 々 は 「科学的」 な戦略 と戦術 をあみだ さな けれ ばな らないので あ
る。
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芸術 ・文化 ・言語 ・宗教行政
学術 ・情報行政(自 然科学,人 文 ・社会科学)
教育行政
国際交流行政
な どがあ る。 しか しこれ らの行政 は出版行政 といった形 で一元 的 に統合 され る こ
とはな く,多 くの官庁 が それ ぞれ の立場 で部分 的 に関連領域 を管轄 している(日
本の例 で は文化庁,文 部省,外 務 省,自 治省 ,総 理 府 な ど)。 そ う した分 断 に一
元的出版 開発政策の成立 を妨 む背景 が ある。全般的 に出版 活動 が定着 してい る先
進諸 国で は,出 版政策 とい う概念 はほ とん ど用 い られ ず
,個 別 の著作権政 策,国
語政策,科 学 ・技術 政策 等が取 り上 げ られるのみであ る。 これ に対 して出版産 業
の定立 を まだ実現 していな い途上 諸国 では,出 版産業,図 書開発 とい う立場 で,
必 要,有 効 と思われ る政策 が,総 花 式 に取 り上 げ られ
,し か し多 くはスロー ガ ン
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